
明るい笑顔を咲かせたい 介護保険請求ソフト

使い方はだれでもわかるくらいにカンタンに。

商品ラインナップは色とりどりに。

「Flowers NEXT」はみなさんが安心して使える
「クレヨン」のような介護保険請求ソフトです。
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■
管
理
設

定
令

和
 
3
年

 
2
月

 
9
日

介
護

給
付

費
算

定
に

係
る

体
制

等
状

況
：

 
居

宅
介

護
支

援

加
算

体
制

特
別

地
域

加
算

な
し

特
定

事
業

所
加

算
加

算
Ⅰ

小
規

模
事

業
所

加
算

（
地

域
）

非
該

当
小

規
模

事
業

所
加

算
（

規
模

）
非

該
当

特
定

事
業

所
集

中
減

算
な

し

事業所

略
称

事
業

所
名

施
設

設
置

主
体

施
設

管
理

者
名

県
番

号

都
道

府
県

名

市
区

町
村

名

町
名

番
地

市
町

村
設

定
コ

ー
ド

事
業

区
分

事
業

所
コ

ー
ド

医
療

機
関

コ
ー

ド

職
種

郵
便

番
号

電
話

番
号

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

I
D

利
用

者
番

号
初

期
値

内
部

番
号

下
限

値
：

上
限

値
：

割
引

率

地
域

区
分

社
福
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対
応
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事
業

所
名

称

県
番

号

都
道

府
県

名

市
区
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名
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番
地

市
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村
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ド

郵
便

番
号

電
話

番
号

P
A
G
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▲
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■
個

人
台

帳
(
基

本
)

平
成
2
1
年
 
5
月
1
9
日

利
用
者
番
号

ヨ
ミ

氏
名

性
別

住
所

他
住
所

旧
住
所

血
液
型

生
年
月
日

職
業

電
話
番
号
1

電
話
番
号
2

F
A
X
1

＜
家
族
・
連
絡
者
＞

１２３

同
居

別
居

氏
名

続
柄

職
業

介
護
担
当
区
分

住
所

備
考

電
話
番
号
１

電
話
番
号
２

F
A
X

同
居

別
居

氏
名

続
柄

職
業

介
護
担
当
区
分

住
所

備
考

電
話
番
号
１

電
話
番
号
２

F
A
X

同
居

別
居

氏
名

続
柄

職
業

介
護
担
当
区
分

住
所

備
考

電
話
番
号
１

電
話
番
号
２

F
A
X

４５６７

氏
名

続
柄

職
業

氏
名

続
柄

職
業

氏
名

続
柄

職
業

氏
名

続
柄

職
業

＜
障
害
者
手
帳
＞

障
害
者
手
帳
名

交
付
年
月
日

＜
備
考
＞

P
A
G
E
 
:
 
1

0
0
0
0
0
0
0
0
0
1

ﾋ
ﾏ
ﾜ
ﾘ
 
 
ﾀ
ﾛ
ｳ

ひ
ま

わ
り

　
太

郎
男

A
型

大
正

 
8
年

 
9
月

1
0
日

(
 
8
9
 
歳

)
無

職

〒
1
1
1
-
2
2
3
3
東

京
都

港
区

赤
坂

１
－

１
－

１
所

要
時

間
 
3
0
 
 
分

距
離

 
1
5
 
 
 
K
m

0
3
-
5
5
4
5
-
3
4
5
6

0
3
-
5
5
4
5
-
3
4
5
7

〒
1
0
6
-
0
0
4
7
東

京
都

港
区

南
麻

布
５

－
５

－
５

(
T
e
l
 
0
3
-
1
1
1
1
-
1
2
3
4
 
 
)

〒
1
0
8
-
0
0
7
2
東

京
都

港
区

白
金

３
－

３
－

３

ひ
ま

わ
り

　
花

子
 
(
女

)
　

8
0
歳

妻無
職

主
介

護
者

〒
1
1
1
-
2
2
3
3

東
京

都
港

区
赤

坂
１

－
１

－
１

0
3
-
5
5
4
5
-
3
4
5
6

0
3
-
5
5
4
5
-
3
4
5
7

連
絡

者
ひ

ま
わ

り
　

一
郎

 
(
男

)
　

5
7
歳

長
男

会
社

員

キ
ー

パ
ー

ソ
ン

〒
1
0
6
-
0
0
4
7

東
京

都
港

区
南

麻
布

５
－

５
－

５

0
3
-
1
1
1
1
-
2
2
3
4

0
9
0
-
2
2
2
2
-
3
3
3
3

0
3
-
1
1
1
1
-
2
2
3
4

緊
急
時
連
絡
は
携
帯
へ

〒　　　　
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級

 
 
 
号
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H
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単

独
]

　
[
居

宅
・

施
設

区
分

]
 
居

宅
　

[
要

介
護

度
]
 
要

介
護

３
　

[
被

保
険

者
番

号
]
 
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
　

[
保

険
者

番
号

]
 
0
0
1
3
1
0
0
0
　

[
保

険
者

名
]
 
港

区
　

H
1
9
/
 
5
/
 
1
～

H
2
0
/
 
4
/
3
0

[
申

請
中

・
生

保
単

独
]

　
[
居

宅
・

施
設

区
分

]
 
居

宅
　

[
要

介
護

度
]
 
要

介
護

３
　

[
被

保
険

者
番

号
]
 
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
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0
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0
0
0
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区
　

＜
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＞
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H
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7
/
 
1
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1
～
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介
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出
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事

業
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1
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1
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ラ
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介
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＜
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者
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＞
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■介護保険証情報■介護保険証情報■介護保険証情報■介護保険証情報 平成26年 6月26日

PAGE: 1No.1 利用者番号: 0000000001 氏名: ひまわり　太郎

有 効 期 限

交 付 年 月 日

被保険者番号

保 険 者 名

保 険 者 番 号

要 介 護 区 分

居 宅 ･ 施 設

申請中･生保

認 定 年 月 日

認定有効期間

区分支給限度基準額(１ヶ月当たり)

居宅サービス等

(14年以降有効)

種

類

支

給

限

度

基

準

額

①

②

③

区分支給限度基準額訪 問 通 所

サ ー ビ ス

(13年以前有効)

区分支給限度基準額短 期 入 所

サ ー ビ ス

(13年以前有効)

認定審査会の

意見及びサー

ビ ス 種 類 の

指 定 　 　 　

サービスの種

類の指定　　

給 付 制 限

居

宅

介

護

支

援

事

業

者

／

介

護

予

防

支

援

事

業

者

名 　 称

事業所No.

届出日付

期 　 間

名 　 称

事業所No.

届出日付

期 　 間

名 　 称

事業所No.

届出日付

期 　 間

平成23年 4月 1日

0098740192

金沢市

00172015

要介護３

居宅

平成23年 4月 1日

H26/ 4/ 1 ～ H27/ 3/31

H26/ 4/ 1 ～ H27/ 3/31

①  26931単位

② 

③ 

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

H26/ 4/ 1 ～ H27/ 3/31

ひまわり居宅介護支援事業所

1700000001

平成21年 1月 1日

H21/ 1/ 1 ～ 

帳票-4



お知らせ一覧
印刷：令和 3年 2月 8日 15:24

■介護保険証　有効期限切れ

利用者番号 氏名 お知らせ 備考

該当件数：   1件

1000000011
コンダクト　太郎 介護保険証の有効期限が切れています。【 1月31日】 要介護度：要介護４

認定有効期間：令和 2年 1月 1日～令和 3年 1月31日

■負担割合証　有効期限切れ

利用者番号 氏名 お知らせ 備考

該当件数：   1件

0000000009
コスモス　次郎 負担割合証の有効期限が今月切れます。【 2月28日】 負担割合：２割

適用年月：令和 3年 1月～令和 3年 2月

■サービス計画書　長期目標期限切れ

利用者番号 氏名 お知らせ 備考

該当件数：   1件

0000000015

ききょう次郎 サービス計画書の長期目標期間が終了しています。【 2月1日】 計画作成(変更)日：令和 2年 4月11日

長期目標期間：平成26年 4月 1日～令和 3年 2月 1日

長期目標：歩きやすい体作り

■サービス計画書　短期目標期限切れ

利用者番号 氏名 お知らせ 備考

該当件数：   1件

0000000011

あやめ太郎 サービス計画書の短期目標期間が終了しています。【 2月2日】 計画作成(変更)日：令和 3年 2月 8日

短期目標期間：令和 2年12月 9日～令和 3年 2月 2日

短期目標：あああああ

■介護予防サービス支援計画表

利用者番号 氏名 お知らせ 備考

該当件数：   1件

0000000008
ｱｾｽﾒﾝﾄ　太郎 介護予防サービス支援計画表を作成してから期間が経過していま

す。【計画作成日1月1日】

最終作成日：令和 3年 1月 1日

整理番号：0000000017

■お誕生日

利用者番号 氏名 お知らせ 備考

該当件数：   1件

0000000001 すみれ太郎 今月誕生日を迎えます。【 2月9日】 生年月日：昭和43年 2月 9日 まもなく53歳になります。

帳票-5
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調
査

は
、

調
査

対
象

者
が

通
常

の
状

態
（
調

査
可

能
な

状
態

）
で

あ
る

と
き

に
実

施
し

て
下

さ
い

。
本

人
が

風
邪

を
ひ

い
て

高
熱

を
出

し
て

い

る
等

、
通

常
の

状
態

で
な

い
場

合
は

再
調

査
を

行
っ

て
下

さ
い

。

（
別

添
１

）

保
険

者
番

号
被

保
険

者
番

号

認
定

調
査

票
（
概

況
調

査
）

Ⅰ
　

調
査

実
施

者
（
記

入
者

）

実
施

日
時

実
施

場
所

記
入

者
氏

名
所

　
属

　
機

　
関

平
成

年
月

日
自

宅
内

   ・
   自

宅
外

    （
　

　
　

　
　

　
　

  　
　

　
　

　
）
         

ふ
り

が
な

Ⅱ
　

調
査

対
象

者

過
去

の
認

定

対
象

者
氏

名

現
住

所

家
族

等
連

絡
先

前
回

認
定

結
果

性
別

生
年

月
日

電
話

電
話

初
回

　
・
　

２
回

め
以

降

　
男

 ・
 女

　

〒〒

年
月

日
(

歳
)

ふ
り

が
な

明
治

・
大

正
・
昭

和

氏
名

（
）
　

調
査

対
象

者
と

の
関

係
（
　

　
　

　
　

　
）

Ⅲ
　

現
在

受
け

て
い

る
サ

ー
ビ

ス
の

状
況

に
つ

い
て

チ
ェ

ッ
ク

及
び

頻
度

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

在
宅

利
用

［
認

定
調

査
を

行
っ

た
月

の
サ

ー
ビ

ス
利

用
回

数
を

記
入

。

　
(介

護
予

防
)福

祉
用

具
貸

与
は

調
査

日
時

点
の

、
特

定
(介

護
予

防
)福

祉
用

具
販

売
は

過
去

６
月

の
品

目
数

を
記

載
］

(介
護

予
防

)訪
問

介
護

（
ﾎ

ｰ
ﾑ

ﾍ
ﾙ

ﾌ
ﾟｻ

ｰ
ﾋ
ﾞｽ

）
月

　
　

　
回

(介
護

予
防

)福
祉

用
具

貸
与

品
目

(介
護

予
防

)訪
問

入
浴

介
護

月
　

　
　

回
特

定
(介

護
予

防
)福

祉
用

具
販

売
品

目

(介
護

予
防

)訪
問

看
護

月
　

　
　

回
住

宅
改

修
あ

り
 ・

 な
し

(介
護

予
防

)訪
問

ﾘﾊ
ﾋ
ﾞﾘﾃ

ｰ
ｼ

ｮﾝ
月

　
　

　
回

夜
間

対
応

型
訪

問
介

護
月

　
　

　
日

(介
護

予
防

)居
宅

療
養

管
理

指
導

月
　

　
　

回
(介

護
予

防
)認

知
症

対
応

型
通

所
介

護
月

　
　

　
日

(介
護

予
防

)通
所

介
護

（
ﾃ

ﾞｲ
ｻ

ｰ
ﾋ
ﾞｽ

）
月

　
　

　
回

(介
護

予
防

)小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
月

　
　

　
日

(介
護

予
防

)通
所

ﾘﾊ
ﾋ
ﾞﾘﾃ

ｰ
ｼ

ｮﾝ
（
ﾃ

ﾞｲ
ｹ

ｱ
）

月
　

　
　

回
(介

護
予

防
)認

知
症

対
応

型
共

同
生

活
介

護
月

　
　

　
日

(介
護

予
防

)短
期

入
所

生
活

介
護

（
特

養
等

）
月

　
　

　
日

地
域

密
着

型
特

定
施

設
入

居
者

生
活

介
護

月
　

　
　

日

(介
護

予
防

)短
期

入
所

療
養

介
護

（
老

健
・
診

療
所

）
月

　
　

　
日

地
域

密
着

型
介

護
老

人
福

祉
施

設
入

所
者

生
活

介
護

月
　

　
　

日

(介
護

予
防

)特
定

施
設

入
居

者
生

活
介

護
月

　
　

　
日

市
町

村
特

別
給

付

介
護

保
険

給
付

外
の

在
宅

サ
ー

ビ
ス

[[

]]

施
設

利
用

介
護

老
人

福
祉

施
設

介
護

老
人

保
健

施
設

介
護

療
養

型
医

療
施

設
認

知
症

対
応

型
共

同
生

活
介

護
適

用
施

設
(ｸ

ﾞﾙ
ｰ

ﾌ
ﾟﾎ

ｰ
ﾑ

)

特
定

施
設

入
居

者
生

活
介

護
適

用
施

設
(ｹ

ｱ
ﾊ

ｳ
ｽ
等

)
医

療
機

関
(医

療
保

険
適

用
療

養
病

床
)

医
療

機
関

(療
養

病
床

以
外

)
そ

の
他

の
施

設

施
設

連
絡

先

施
設

名

郵
便

番
号

施
設

住
所

電
話

Ⅳ
　

調
査

対
象

者
の

家
族

状
況

、
調

査
対

象
者

の
居

住
環

境
（
外

出
が

困
難

に
な

る
な

ど
日

常
生

活
に

支
障

と
な

る
よ

う
な

　
　

環
境

の
有

無
）
、

日
常

的
に

使
用

す
る

機
器

・
器

械
の

有
無

等
に

つ
い

て
特

記
す

べ
き

事
項

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

0
0
1
3
1
0
0
0

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1

2
1

 5
1
9

ち
ょ

う
さ

　
た

ろ
う

調
査

　
太

郎

（
前

回
認

定
　

 2
0
 年

  4
 月

  1
 日

）
要

介
護

３

ﾋ
ﾏ

ﾜ
ﾘ  ﾀ

ﾛ
ｳ

妻

ひ
ま

わ
り

　
太

郎
 8

 9
1
0

8
9

1
1
1
-
2
2
3
3

東
京

都
港

区
赤

坂
１

－
１

－
１

0
3
-
5
5
4
5
-
3
4
5
6

1
1
1
-
2
2
3
3

東
京

都
港

区
赤

坂
１

－
１

－
１

ひ
ま

わ
り

　
花

子

0
3
-
5
5
4
5
-
3
4
5
6

1
68

1

施
設

利
用

特
に

な
し

帳票-7



調
査

日
年

月
日

保
険

者
番

号
被

保
険

者
番

号

認
定

調
査

票
（
基

本
調

査
）

1
-
1
　

麻
痺

等
の

有
無

に
つ

い
て

、
あ

て
は

ま
る

番
号

す
べ

て
に

○
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
（
複

数
回

答
可

）

1
-
2
　

拘
縮

の
有

無
に

つ
い

て
、

あ
て

は
ま

る
番

号
す

べ
て

に
○

印
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

（
複

数
回

答
可

）

1
-
3
　

寝
返

り
に

つ
い

て
、

あ
て

は
ま

る
番

号
に

一
つ

だ
け

○
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

1
-
4
　

起
き

上
が

り
に

つ
い

て
、

あ
て

は
ま

る
番

号
に

一
つ

だ
け

○
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

1
-
5
　

座
位

保
持

に
つ

い
て

、
あ

て
は

ま
る

番
号

に
一

つ
だ

け
○

印
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

1
-
6
　

両
足

で
の

立
位

保
持

に
つ

い
て

、
あ

て
は

ま
る

番
号

に
一

つ
だ

け
○

印
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

1
-
7
　

歩
行

に
つ

い
て

、
あ

て
は

ま
る

番
号

に
一

つ
だ

け
○

印
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

1
-
8
　

立
ち

上
が

り
に

つ
い

て
、

あ
て

は
ま

る
番

号
に

一
つ

だ
け

○
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

1
-
9
　

片
足

で
の

立
位

保
持

に
つ

い
て

、
あ

て
は

ま
る

番
号

に
一

つ
だ

け
○

印
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

1
-
1
0
　

洗
身

に
つ

い
て

、
あ

て
は

ま
る

番
号

に
一

つ
だ

け
○

印
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

1
-
1
1
　

つ
め

切
り

に
つ

い
て

、
あ

て
は

ま
る

番
号

に
一

つ
だ

け
○

印
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

１
．

な
い

２
．

左
上

肢
３

．
右

上
肢

４
．

左
下

肢
５

．
右

下
肢

６
．

そ
の

他
（
四

肢
の

欠
損

）

１
．

な
い

２
．

肩
関

節
３

．
股

関
節

４
．

膝
関

節
５

．
そ

の
他

（
四

肢
の

欠
損

）

１
．

つ
か

ま
ら

な
い

で
で

き
る

２
．

何
か

に
つ

か
ま

れ
ば

で
き

る
３

．
で

き
な

い

１
．

つ
か

ま
ら

な
い

で
で

き
る

２
．

何
か

に
つ

か
ま

れ
ば

で
き

る
３

．
で

き
な

い

１
．

で
き

る
２

．
自

分
の

手
で

支
え

れ
ば

で
き

る
３

．
支

え
て

も
ら

え
ば

で
き

る
４

．
で

き
な

い

１
．

支
え

な
し

で
で

き
る

２
．

何
か

支
え

が
あ

れ
ば

で
き

る
３

．
で

き
な

い

１
．

つ
か

ま
ら

な
い

で
で

き
る

２
．

何
か

に
つ

か
ま

れ
ば

で
き

る
３

．
で

き
な

い

１
．

つ
か

ま
ら

な
い

で
で

き
る

２
．

何
か

に
つ

か
ま

れ
ば

で
き

る
３

．
で

き
な

い

１
．

支
え

な
し

で
で

き
る

２
．

何
か

支
え

が
あ

れ
ば

で
き

る
３

．
で

き
な

い

１
．

介
助

さ
れ

て
い

な
い

２
．

一
部

介
助

３
．

全
介

助
４

．
行

っ
て

い
な

い

１
．

介
助

さ
れ

て
い

な
い

２
．

一
部

介
助

３
．

全
介

助

2
1

 5
1
9

0
0
1
3
1
0
0
0

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
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1
-
1
2
　

視
力

に
つ

い
て

、
あ

て
は

ま
る

番
号

に
一

つ
だ

け
○

印
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

1
-
1
3
　

聴
力

に
つ

い
て

、
あ

て
は

ま
る

番
号

に
一

つ
だ

け
○

印
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

2
-
1
　

移
乗

に
つ

い
て

、
あ

て
は

ま
る

番
号

に
一

つ
だ

け
○

印
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

2
-
2
　

移
動

に
つ

い
て

、
あ

て
は

ま
る

番
号

に
一

つ
だ

け
○

印
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

2
-
3
　

え
ん

下
に

つ
い

て
、

あ
て

は
ま

る
番

号
に

一
つ

だ
け

○
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

2
-
4
　

食
事

摂
取

に
つ

い
て

、
あ

て
は

ま
る

番
号

に
一

つ
だ

け
○

印
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

2
-
5
　

排
尿

に
つ

い
て

、
あ

て
は

ま
る

番
号

に
一

つ
だ

け
○

印
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

2
-
6
　

排
便

に
つ

い
て

、
あ

て
は

ま
る

番
号

に
一

つ
だ

け
○

印
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

2
-
7
　

口
腔

清
潔

に
つ

い
て

、
あ

て
は

ま
る

番
号

に
一

つ
だ

け
○

印
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

2
-
8
　

洗
顔

に
つ

い
て

、
あ

て
は

ま
る

番
号

に
一

つ
だ

け
○

印
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

１
．

普
通

（
日

常
生

活
に

支
障

が
な

い
）

２
．

約
１

ｍ
離

れ
た

視
力

確
認

表
の

図
が

見
え

る

３
．

目
の

前
に

置
い

た
視

力
確

認
表

の
図

が
見

え
る

４
．

ほ
と

ん
ど

見
え

な
い

５
．

見
え

て
い

る
の

か
判

断
不

能

１
．

普
通

２
．

普
通

の
声

が
や

っ
と

聞
き

取
れ

る

３
．

か
な

り
大

き
な

声
な

ら
何

と
か

聞
き

取
れ

る

４
．

ほ
と

ん
ど

聞
こ

え
な

い

５
．

聞
こ

え
て

い
る

の
か

判
断

不
能

１
．

介
助

さ
れ

て
い

な
い

２
．

見
守

り
等

３
．

一
部

介
助

４
．

全
介

助

１
．

介
助

さ
れ

て
い

な
い

２
．

見
守

り
等

３
．

一
部

介
助

４
．

全
介

助

１
．

で
き

る
２

．
見

守
り

等
３

．
で

き
な

い

１
．

介
助

さ
れ

て
い

な
い

２
．

見
守

り
等

３
．

一
部

介
助

４
．

全
介

助

１
．

介
助

さ
れ

て
い

な
い

２
．

見
守

り
等

３
．

一
部

介
助

４
．

全
介

助

１
．

介
助

さ
れ

て
い

な
い

２
．

見
守

り
等

３
．

一
部

介
助

４
．

全
介

助

１
．

介
助

さ
れ

て
い

な
い

２
．

一
部

介
助

３
．

全
介

助

１
．

介
助

さ
れ

て
い

な
い

２
．

一
部

介
助

３
．

全
介

助

帳票-9



2
-
9
　

整
髪

に
つ

い
て

、
あ

て
は

ま
る

番
号

に
一

つ
だ

け
○

印
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

2
-
1
0
　

上
衣

の
着

脱
に

つ
い

て
、

あ
て

は
ま

る
番

号
に

一
つ

だ
け

○
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

2
-
1
1
　

ズ
ボ

ン
等

の
着

脱
に

つ
い

て
、

あ
て

は
ま

る
番

号
に

一
つ

だ
け

○
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

2
-
1
2
　

外
出

頻
度

に
つ

い
て

、
あ

て
は

ま
る

番
号

に
一

つ
だ

け
○

印
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

3
-
1
　

意
思

の
伝

達
に

つ
い

て
、

あ
て

は
ま

る
番

号
に

一
つ

だ
け

○
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

3
-
2
　

毎
日

の
日

課
を

理
解

す
る

こ
と

に
つ

い
て

、
あ

て
は

ま
る

番
号

に
一

つ
だ

け
○

印
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

3
-
3
　

生
年

月
日

や
年

齢
を

言
う

こ
と

に
つ

い
て

、
あ

て
は

ま
る

番
号

に
一

つ
だ

け
○

印
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

3
-
4
　

短
期

記
憶

（
面

接
調

査
の

直
前

に
何

を
し

て
い

た
か

思
い

出
す

）
に

つ
い

て
、

あ
て

は
ま

る
番

号
に

一
つ

だ
け

○
印

を
つ

け
て

   　
く

だ
さ

い
。

3
-
5
　

自
分

の
名

前
を

言
う

こ
と

に
つ

い
て

、
あ

て
は

ま
る

番
号

に
一

つ
だ

け
○

印
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

3
-
6
　

今
の

季
節

を
理

解
す

る
こ

と
に

つ
い

て
、

あ
て

は
ま

る
番

号
に

一
つ

だ
け

○
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

3
-
7
　

場
所

の
理

解
（
自

分
が

い
る

場
所

を
答

え
る

）
に

つ
い

て
、

あ
て

は
ま

る
番

号
に

一
つ

だ
け

○
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

3
-
8
　

徘
徊

に
つ

い
て

、
あ

て
は

ま
る

番
号

に
一

つ
だ

け
○

印
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

１
．

介
助

さ
れ

て
い

な
い

２
．

一
部

介
助

３
．

全
介

助

１
．

介
助

さ
れ

て
い

な
い

２
．

見
守

り
等

３
．

一
部

介
助

４
．

全
介

助

１
．

介
助

さ
れ

て
い

な
い

２
．

見
守

り
等

３
．

一
部

介
助

４
．

全
介

助

１
．

週
１

回
以

上
２

．
月

１
回

以
上

３
．

月
１

回
未

満

１
．

調
査

対
象

者
が

意
思

を
他

者
に

伝
達

で
き

る

２
．

と
き

ど
き

伝
達

で
き

る

３
．

ほ
と

ん
ど

伝
達

で
き

な
い

４
．

で
き

な
い

１
．

で
き

る
２

．
で

き
な

い

１
．

で
き

る
２

．
で

き
な

い

１
．

で
き

る
２

．
で

き
な

い

１
．

で
き

る
２

．
で

き
な

い

１
．

で
き

る
２

．
で

き
な

い

１
．

で
き

る
２

．
で

き
な

い

１
．

な
い

２
．

と
き

ど
き

あ
る

３
．

あ
る
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3
-
9
　

外
出

す
る

と
戻

れ
な

い
こ

と
に

つ
い

て
、

あ
て

は
ま

る
番

号
に

一
つ

だ
け

○
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

4
-
1
　

物
を

盗
ら

れ
た

な
ど

と
被

害
的

に
な

る
こ

と
に

つ
い

て
、

あ
て

は
ま

る
番

号
に

一
つ

だ
け

○
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

4
-
2
　

作
話

を
す

る
こ

と
に

つ
い

て
、

あ
て

は
ま

る
番

号
に

一
つ

だ
け

○
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

4
-
3
　

泣
い

た
り

、
笑

っ
た

り
し

て
感

情
が

不
安

定
に

な
る

こ
と

に
つ

い
て

、
あ

て
は

ま
る

番
号

に
一

つ
だ

け
○

印
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

4
-
4
　

昼
夜

の
逆

転
に

つ
い

て
、

あ
て

は
ま

る
番

号
に

一
つ

だ
け

○
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

4
-
5
　

し
つ

こ
く

同
じ

話
を

す
る

こ
と

に
つ

い
て

、
あ

て
は

ま
る

番
号

に
一

つ
だ

け
○

印
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

4
-
6
　

大
声

を
だ

す
こ

と
に

つ
い

て
、

あ
て

は
ま

る
番

号
に

一
つ

だ
け

○
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

4
-
7
　

介
護

に
抵

抗
す

る
こ

と
に

つ
い

て
、

あ
て

は
ま

る
番

号
に

一
つ

だ
け

○
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

4
-
8
　

［
家

に
帰

る
」
等

と
言

い
落

ち
着

き
が

な
い

こ
と

に
つ

い
て

、
あ

て
は

ま
る

番
号

に
一

つ
だ

け
○

印
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

4
-
9
　

一
人

で
外

に
出

た
が

り
目

が
離

せ
な

い
こ

と
に

つ
い

て
、

あ
て

は
ま

る
番

号
に

一
つ

だ
け

○
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

4
-
1
0
　

い
ろ

い
ろ

な
も

の
を

集
め

た
り

、
無

断
で

も
っ

て
く

る
こ

と
に

つ
い

て
、

あ
て

は
ま

る
番

号
に

一
つ

だ
け

○
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

4
-
1
1
　

物
を

壊
し

た
り

、
衣

類
を

破
い

た
り

す
る

こ
と

に
つ

い
て

、
あ

て
は

ま
る

番
号

に
一

つ
だ

け
○

印
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

4
-
1
2
　

ひ
ど

い
物

忘
れ

に
つ

い
て

、
あ

て
は

ま
る

番
号

に
一

つ
だ

け
○

印
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

１
．

な
い

２
．

と
き

ど
き

あ
る

３
．

あ
る

１
．

な
い

２
．

と
き

ど
き

あ
る

３
．

あ
る

１
．

な
い

２
．

と
き

ど
き

あ
る

３
．

あ
る

１
．

な
い

２
．

と
き

ど
き

あ
る

３
．

あ
る

１
．

な
い

２
．

と
き

ど
き

あ
る

３
．

あ
る

１
．

な
い

２
．

と
き

ど
き

あ
る

３
．

あ
る

１
．

な
い

２
．

と
き

ど
き

あ
る

３
．

あ
る

１
．

な
い

２
．

と
き

ど
き

あ
る

３
．

あ
る

１
．

な
い

２
．

と
き

ど
き

あ
る

３
．

あ
る

１
．

な
い

２
．

と
き

ど
き

あ
る

３
．

あ
る

１
．

な
い

２
．

と
き

ど
き

あ
る

３
．

あ
る

１
．

な
い

２
．

と
き

ど
き

あ
る

３
．

あ
る

１
．

な
い

２
．

と
き

ど
き

あ
る

３
．

あ
る
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4
-
1
3
　

意
味

も
な

く
独

り
言

や
独

り
笑

い
を

す
る

こ
と

に
つ

い
て

、
あ

て
は

ま
る

番
号

に
一

つ
だ

け
○

印
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

4
-
1
4
　

自
分

勝
手

に
行

動
す

る
こ

と
に

つ
い

て
、

あ
て

は
ま

る
番

号
に

一
つ

だ
け

○
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

4
-
1
5
　

話
が

ま
と

ま
ら

ず
、

会
話

に
な

ら
な

い
こ

と
に

つ
い

て
、

あ
て

は
ま

る
番

号
に

一
つ

だ
け

○
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

5
-
1
　

薬
の

内
服

に
つ

い
て

、
あ

て
は

ま
る

番
号

に
一

つ
だ

け
○

印
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

5
-
2
　

金
銭

の
管

理
に

つ
い

て
、

あ
て

は
ま

る
番

号
に

一
つ

だ
け

○
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

5
-
3
　

日
常

の
意

思
決

定
に

つ
い

て
、

あ
て

は
ま

る
番

号
に

一
つ

だ
け

○
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

5
-
4
　

集
団

へ
の

不
適

応
に

つ
い

て
、

あ
て

は
ま

る
番

号
に

一
つ

だ
け

○
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

5
-
5
　

買
い

物
に

つ
い

て
、

あ
て

は
ま

る
番

号
に

一
つ

だ
け

○
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

5
-
6
　

簡
単

な
調

理
に

つ
い

て
、

あ
て

は
ま

る
番

号
に

一
つ

だ
け

○
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

１
．

な
い

２
．

と
き

ど
き

あ
る

３
．

あ
る

１
．

な
い

２
．

と
き

ど
き

あ
る

３
．

あ
る

１
．

な
い

２
．

と
き

ど
き

あ
る

３
．

あ
る

１
．

介
助

さ
れ

て
い

な
い

２
．

一
部

介
助

３
．

全
介

助

１
．

介
助

さ
れ

て
い

な
い

２
．

一
部

介
助

３
．

全
介

助

１
．

で
き

る
（
特

別
な

場
合

で
も

で
き

る
）

２
．

特
別

な
場

合
を

除
い

て
で

き
る

３
．

日
常

的
に

困
難

４
．

で
き

な
い

１
．

な
い

２
．

と
き

ど
き

あ
る

３
．

あ
る

１
．

介
助

さ
れ

て
い

な
い

２
．

見
守

り
等

３
．

一
部

介
助

４
．

全
介

助

１
．

介
助

さ
れ

て
い

な
い

２
．

見
守

り
等

３
．

一
部

介
助

４
．

全
介

助

６
 　

過
去

1
4
日

間
に

受
け

た
医

療
に

つ
い

て
、

あ
て

は
ま

る
番

号
す

べ
て

に
○

印
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

　
 　

（
複

数
回

答
可

）

７
 　

日
常

生
活

自
立

度
に

つ
い

て
、

各
々

該
当

す
る

も
の

に
一

つ
だ

け
○

印
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

処
置

内
容

特
別

な
対

応

 1
．

点
滴

の
管

理
 2

．
中

心
静

脈
栄

養
 3

．
透

析
 4

．
ス

ト
ー

マ
（
人

工
肛

門
）
の

処
置

 5
．

酸
素

療
法

 6
．

レ
ス

ピ
レ

ー
タ

ー
（
人

工
呼

吸
器

）
 7

．
気

管
切

開
の

処
置

 8
．

疼
痛

の
看

護
 9

．
経

管
栄

養

1
0
．

モ
ニ

タ
ー

測
定

（
血

圧
、

心
拍

、
酸

素
飽

和
度

等
）

1
1
．

じ
ょ

く
そ

う
の

処
置

1
2
．

カ
テ

ー
テ

ル
（
コ

ン
ド

ー
ム

カ
テ

ー
テ

ル
、

留
置

カ
テ

ー
テ

ル
、

ウ
ロ

ス
ト
ー

マ
等

）

障
害

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度
（
寝

た
き

り
度

）

認
知

症
高

齢
者

の
日

常
生

活
自

立
度

自
立

　
・
　

Ｊ１
　

・
　

Ｊ２
　

・
　

Ａ
１

　
・
　

Ａ
２

　
・
　

Ｂ
１

　
・
　

Ｂ
２

　
・
　

Ｃ
１

　
・
　

Ｃ
２

自
立

　
・
　

Ⅰ
　

・
　

Ⅱ
ａ
　

・
　

Ⅱ
ｂ
　

・
　

Ⅲ
ａ
　

・
　

Ⅲ
ｂ
　

・
　

Ⅳ
　

・
　

Ｍ
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調
査

日
年

月
日

保
険

者
番

号
被

保
険

者
番

号

認
定

調
査

票
（
特

記
事

項
）

１
　

身
体

機
能

・
起

居
動

作
に

関
連

す
る

項
目

に
つ

い
て

の
特

記
事

項

 
1
-
1
 麻

痺
等

の
有

無
、

1
-
2
 拘

縮
の

有
無

、
1
-
3
 寝

返
り

、
1
-
4
 起

き
上

が
り

、
1
-
5
 座

位
保

持
、

1
-
6
 両

足
で

の
立

位
、

1
-
7
歩

行
、

1
-
8
 立

ち
上

が
り

、
1
-
9
 片

足
で

の
立

位
、

1
-
1
0
 洗

身
、

1
-
1
1
 つ

め
切

り
、

1
-
1
2
 視

力
、

1
-
1
3
 聴

力

（
　

　
 ）

（
　

　
 ）

（
　

　
 ）

（
　

　
 ）

２
　

生
活

機
能

に
関

連
す

る
項

目
に

つ
い

て
の

特
記

事
項

2
-
1
 移

乗
、

2
-
2
 移

動
、

2
-
3
 え

ん
下

、
2
-
4
 食

事
摂

取
、

2
-
5
 排

尿
、

2
-
6
 排

便
、

2
-
7
 口

腔
清

潔
、

2
-
8
 洗

顔
、

2
-
9
 整

髪
、

2
-
1
0
 上

衣
の

着
脱

、
2
-
1
1
 ズ

ボ
ン

等
の

着
脱

、
2
-
1
2
 外

出
頻

度

（
　

　
 ）

（
　

　
 ）

（
　

　
 ）

（
　

　
 ）

３
　

認
知

機
能

に
関

連
す

る
項

目
に

つ
い

て
の

特
記

事
項

3
-
1
 意

思
の

伝
達

、
3
-
2
 毎

日
の

日
課

を
理

解
、

3
-
3
 生

年
月

日
を

言
う

、
3
-
4
 短

期
記

憶
、

3
-
5
 自

分
の

名
前

を
言

う
、

3
-
6
 今

の
季

節
を

理
解

、
3
-
7
 場

所
の

理
解

、
3
-
8
 徘

徊
、

3
-
9
 外

出
し

て
戻

れ
な

い

（
　

　
 ）

（
　

　
 ）

（
　

　
 ）

（
　

　
 ）

４
　

精
神

・
行

動
障

害
に

関
連

す
る

項
目

に
つ

い
て

の
特

記
事

項

4
-
1
 被

害
的

、
4
-
2
 作

話
、

4
-
3
 感

情
が

不
安

定
、

4
-
4
 昼

夜
逆

転
、

4
-
5
 同

じ
話

を
す

る
、

4
-
6
 大

声
を

出
す

、
4
-
7
 介

護
に

抵
抗

、

4
-
8
 落

ち
着

き
な

し
、

4
-
9
 一

人
で

出
た

が
る

、
4
-
1
0
 収

集
癖

、
4
-
1
1
 物

や
衣

類
を

壊
す

、
4
-
1
2
 ひ

ど
い

物
忘

れ
、

4
-
1
3
 独

り
言

・
独

り
笑

い
、

4
-
1
4
 自

分
勝

手
に

行
動

す
る

、
4
-
1
5
 話

が
ま

と
ま

ら
な

い
（
　

　
 ）

（
　

　
 ）

（
　

　
 ）

（
　

　
 ）

５
　

社
会

生
活

へ
の

適
応

に
関

連
す

る
項

目
に

つ
い

て
の

特
記

事
項

5
-
1
 薬

の
内

服
、

5
-
2
 金

銭
の

管
理

、
5
-
3
 日

常
の

意
思

決
定

、
5
-
4
 集

団
へ

の
不

適
応

、
5
-
5
 買

い
物

、
5
-
6
 簡

単
な

調
理

（
　

　
 ）

（
　

　
 ）

（
　

　
 ）

（
　

　
 ）

６
　

特
別

な
医

療
に

つ
い

て
の

特
記

事
項

6
 特

別
な

医
療

（
　

　
 ）

（
　

　
 ）

（
　

　
 ）

（
　

　
 ）

７
　

日
常

生
活

自
立

度
に

関
連

す
る

項
目

に
つ

い
て

の
特

記
事

項

7
-
1
 障

害
高

齢
者

の
日

常
生

活
自

立
度

（
寝

た
き

り
度

）
、

7
-
2
 認

知
症

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

（
　

　
 ）

（
　

　
 ）

（
　

　
 ）

（
　

　
 ）

※
 本

用
紙

に
収

ま
ら

な
い

場
合

は
、

適
宜

用
紙

を
追

加
し

て
下

さ
い

2
1

 5
1
9

0
0
1
3
1
0
0
0

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
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主
治
医

意
見
書

別
添

様
式

２

１
．

傷
病

に
関

す
る

意
見

２
．

特
別

な
医

療

３
．

心
身

の
状

態
に

関
す

る
意

見

（
過

去
１

４
日

間
以

内
に

受
け

た
医

療
の

す
べ

て
に

チ
ェ

ッ
ク

）

 
申

　
請

　
者

（
１

）
最

終
診

察
日

（
２

）
意

見
書

作
成

回
数

（
３

）
他

科
受

診
の

有
無

男・女

（
ふ

り
が

な
）

明
･
大

･
昭

年
月

日
生

(
歳

)

〒

連
絡

先

上
記

の
申

請
者

に
関

す
る

意
見

は
以

下
の

通
り

で
す

。

主
治

医
と

し
て

、
本

意
見

書
が

介
護

サ
ー

ビ
ス

計
画

作
成

に
利

用
さ

れ
る

こ
と

に
同

意
す

る
。

同
意

し
な

い
。

医
師

氏
名

医
療

機
関

名

医
療

機
関

所
在

地

電
話

F
A
X

初
回

２
回

目
以

上

有
無

(
有

の
場

合
)
→

内
科

精
神

科
外

科
整

形
外

科
脳

神
経

外
科

皮
膚

科
泌

尿
器

科

婦
人

科
眼

科
耳

鼻
咽

喉
科

ﾘ
ﾊ
ﾋ
ﾞ
ﾘ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
科

歯
科

そ
の

他
(

)

（
１

）
診

断
名

（
特

定
疾

病
ま

た
は

生
活

機
能

低
下

の
直

接
の

原
因

と
な

っ
て

い
る

傷
病

名
に

つ
い

て
は

１
．

に
記

入
）

及
び

発
症

年
月

日

（
２

）
症

状
と

し
て

の
安

定
性

（
「

不
安

定
」

と
し

た
場

合
、

具
体

的
な

状
況

を
記

入
）

（
３

）
生

活
機

能
低

下
の

直
接

の
原

因
と

な
っ

て
い

る
傷

病
ま

た
は

特
定

疾
病

の
経

過
及

び
投

薬
内

容
を

含
む

治
療

内
容

1
．

発
症

年
月

日
（

昭
和
･平

成
年

月
日

頃
）

2
．

発
症

年
月

日
（

昭
和
･平

成
年

月
日

頃
）

3
．

発
症

年
月

日
（

昭
和
･平

成
年

月
日

頃
）

安
定

不
安

定
不

明

〔
最

近
（

概
ね

６
ヶ

月
以

内
）

介
護

に
影

響
の

あ
っ

た
も

の
　

及
び

　
特

定
疾

病
に

つ
い

て
は

そ
の

診
断

の
根

拠
等

に
つ

い
て

記
入

〕

処
置

内
容

特
別

な
対

応

失
禁

へ
の

対
応

点
滴

の
管

理
中

心
静

脈
栄

養
透

析
ス

ト
ー

マ
の

処
置

酸
素

療
法

レ
ス

ピ
レ

ー
タ

ー
気

管
切

開
の

処
置

疼
痛

の
看

護
経

管
栄

養

モ
ニ

タ
ー

測
定

（
血

圧
、

心
拍

、
酸

素
飽

和
度

等
）

褥
瘡

の
処

置

カ
テ

ー
テ

ル
（

コ
ン

ド
ー

ム
カ

テ
ー

テ
ル

、
留

置
カ

テ
ー

テ
ル

　
等

）

（
１

）
日

常
生

活
の

自
立

度
等

に
つ

い
て

（
２

）
認

知
症

の
中

核
症

状
（

認
知

症
以

外
の

疾
患

で
同

様
の

症
状

を
認

め
る

場
合

を
含

む
）

（
３

）
認

知
症

の
周

辺
症

状
（

該
当

す
る

項
目

全
て

チ
ェ

ッ
ク

：
認

知
症

以
外

の
疾

患
で

同
様

の
症

状
を

認
め

る
場

合
を

含
む

）

（
４

）
そ

の
他

の
精

神
・

神
経

症
状

・
障

害
高

齢
者

の
日

常
生

活
自

立
度

（
寝

た
き

り
度

）

・
認

知
症

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

自
立

自
立

J
 
1

Ⅰ

J
 
2

Ⅱ
a

A
 
1

Ⅱ
b

A
 
2

Ⅲ
a

B
 
1

Ⅲ
b

B
 
2

Ⅳ

C
 
1

Ｍ

C
 
2

・
短

期
記

憶
問

題
な

し
問

題
あ

り

・
日

常
の

意
思

決
定

を
行

う
た

め
の

認
知

能
力

自
立

い
く

ら
か

困
難

見
守

り
が

必
要

判
断

で
き

な
い

・
自

分
の

意
思

の
伝

達
能

力
伝

え
ら

れ
る

い
く

ら
か

困
難

具
体

的
要

求
に

限
ら

れ
る

伝
え

ら
れ

な
い

無
有

幻
視

・
幻

聴
妄

想
昼

夜
逆

転
暴

言
暴

行
介

護
へ

の
抵

抗
徘

徊

火
の

不
始

末
不

潔
行

為
異

食
行

動
性

的
問

題
行

動
そ

の
他

（
）

無
有

〔
病

状
名

：
専

門
医

受
診

の
有

無
有

 
 
(

)
無

〕

記
入

日
　

平
成

 
 
 
2
1
 
年

 
 
 
 
4
 
月

 
 
 
 
2
 
日

ﾋ
ﾏ
ﾜ
ﾘ
 
 
ﾀ
ﾛ
ｳ

ひ
ま

わ
り

　
太

郎

1
1
1
-
2
2
3
3

東
京

都
港

区
赤

坂
１

－
１

－
１

0
3
-
5
5
4
5
-
3
4
5
6

 
8

 
9

1
0

8
9

山
田

　
一

郎

山
田

医
院

東
京

都
港

区
赤

坂
１

－
２

－
３

0
3
-
1
1
1
1
-
1
1
1
4

0
3
-
1
1
1
1
-
1
1
1
4

平
成

2
1
 
年

4
 
月

2
 
日
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４
．

生
活

機
能

と
サ

ー
ビ

ス
に

関
す

る
意

見

５
．

特
記

す
べ

き
事

項

 
 
要

介
護

認
定

及
び

介
護

サ
ー

ビ
ス

計
画

作
成

時
に

必
要

な
医

学
的

な
ご

意
見

等
を

記
載

し
て

下
さ

い
。

な
お

、
専

門
医

等
に

別
途

意
見

を
求

め

た
場

合
は

そ
の

内
容

、
結

果
も

記
載

し
て

下
さ

い
。

(
情

報
提

供
書

や
身

体
障

害
者

申
請

診
断

書
の

写
し

等
を

添
付

し
て

頂
い

て
も

結
構

で
す

。
)

（
５

）
身

体
の

状
態

利
き

腕
 
(

右
左

 
)

身
長

＝
c
m
体

重
＝

k
g
 
 
(
過

去
6
ヶ

月
の

体
重

の
変

化
増

加
維

持
減

少
)

四
肢

欠
損

（
部

位
：

)

麻
痺

右
上

肢
（

程
度

：
軽

中
重

）
左

上
肢

（
程

度
：

軽
中

重
）

右
下

肢
（

程
度

：
軽

中
重

）
左

下
肢

（
程

度
：

軽
中

重
）

そ
の

他
（

部
位

：
程

度
：

軽
中

重
）

筋
力

の
低

下
（

部
位

：
程

度
：

軽
中

重
）

関
節

の
拘

縮
（

部
位

：
程

度
：

軽
中

重
）

関
節

の
痛

み
（

部
位

：
程

度
：

軽
中

重
）

失
調

・
不

随
意

運
動

・
上

肢
右

左
・

下
肢

右
左

・
体

幹
右

左

褥
瘡

（
部

位
：

程
度

：
軽

中
重
）

そ
の

他
の

皮
膚

疾
患

（
部

位
：

程
度

：
軽

中
重
）

（
１

）
移

動

（
２

）
栄

養
・

食
生

活

（
３

）
現

在
あ

る
か

ま
た

は
今

後
発

生
の

可
能

性
の

高
い

状
態

と
そ

の
対

処
方

針

（
４

）
サ

ー
ビ

ス
利

用
に

よ
る

生
活

機
能

の
維

持
・

改
善

の
見

通
し

（
５

）
医

学
的

管
理

の
必

要
性

（
特

に
必

要
性

の
高

い
も

の
に

は
下

線
を

引
い

て
下

さ
い

。
予

防
給

付
に

よ
り

提
供

さ
れ

る
サ

ー
ビ

ス
を

含
み

ま
す

。
）

（
６

）
サ

ー
ビ

ス
提

供
時

に
お

け
る

医
学

的
観

点
か

ら
の

留
意

事
項

（
７

）
感

染
症

の
有

無
（

有
の

場
合

は
具

体
的

に
記

入
し

て
下

さ
い

）

屋
外

歩
行

自
立

介
助

が
あ

れ
ば

し
て

い
る

し
て

い
な

い

車
い

す
の

使
用

用
い

て
い

な
い

主
に

自
分

で
操

作
し

て
い

る
主

に
他

人
が

操
作

し
て

い
る

歩
行

補
助

具
・

装
具

の
使

用
(
複

数
選

択
可

)
用

い
て

い
な

い
屋

外
で

使
用

屋
内

で
使

用

食
事

行
為

自
立

な
い

し
何

と
か

自
分

で
食

べ
ら

れ
る

全
面

介
助

現
在

の
栄

養
状

態
良

好
不

良

→
 
 
栄

養
・

食
生

活
上

の
留

意
点

（
）

尿
失

禁
転

倒
・

骨
折

移
動

能
力

の
低

下
褥

瘡
心

肺
機

能
の

低
下

閉
じ

こ
も

り
意

欲
低

下
徘

徊

低
栄

養
摂

食
・

嚥
下

機
能

低
下

脱
水

易
感

染
性

が
ん

等
に

よ
る

疼
痛

そ
の

他
（

）

→
　

対
処

方
針

 
（

）

期
待

で
き

る
期

待
で

き
な

い
不

明

訪
問

診
療

訪
問

看
護

看
護

職
員

の
訪

問
に

よ
る

相
談

・
支

援
訪

問
歯

科
診

療

訪
問

薬
剤

管
理

指
導

訪
問

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
短

期
入

所
療

養
介

護
訪

問
歯

科
衛

生
指

導

訪
問

栄
養

食
事

指
導

通
所

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

の
医

療
系

サ
ー

ビ
ス

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

・
血

圧
特

に
な

し
あ

り
（

）
・

移
動

特
に

な
し

あ
り

（
）

・
摂

食
特

に
な

し
あ

り
（

）
・

運
動

特
に

な
し

あ
り

（
）

・
嚥

下
特

に
な

し
あ

り
（

）
・

そ
の

他
（

）

無
有

 
（

不
明

 
)

1
5
0

5
0

左
下

肢

左
下

肢

左
下

肢
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興
味
・
関

心
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

利
用
者
氏
名
：
介
護
す
み
れ

　
様

記
入
日
：
平
成
2
9
年
 
4
月
 
1
日

生
活
行
為

し
て

い
る

し
て

み
た
い

興
味
が

あ
る

生
活
行
為

し
て

い
る

し
て

み
た
い

興
味
が

あ
る

自
分

で
ト

イ
レ

へ
行

く

一
人

で
お

風
呂

に
入

る

自
分

で
服

を
着

る

自
分

で
食

べ
る

歯
磨

き
を

す
る

身
だ

し
な

み
を

整
え

る

好
き

な
と

き
に

眠
る

掃
除

・
整

理
整

頓

料
理

を
作

る

買
い

物

家
や

庭
の

手
入

れ
・

世
話

洗
濯

・
洗

濯
物

た
た

み

自
転

車
・

車
の

運
転

電
車

・
バ

ス
で

の
外

出

孫
・

子
供

の
世

話

動
物

の
世

話

友
達

と
お

し
ゃ

べ
り

・
遊

ぶ

家
族

・
親

戚
と

の
団

ら
ん

デ
ー

ト
・

異
性

と
の

交
流

居
酒

屋
に

行
く

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

地
域

活
動

（
町

内
会

・
老

人
ク

ラ
ブ

）

お
参

り
・

宗
教

活
動

生
涯

学
習

・
歴

史

読
書

俳
句

書
道

・
習

字

絵
を

描
く

・
絵

手
紙

パ
ソ

コ
ン

・
ワ

ー
プ

ロ

写
真

映
画

・
観

劇
・

演
奏

会

お
茶

・
お

花

歌
を

歌
う

・
カ

ラ
オ

ケ

音
楽

を
聴

く
・

楽
器

演
奏

将
棋

・
囲

碁
・

麻
雀

・
ゲ

ー
ム

等

体
操

・
運

動

散
歩

ゴ
ル

フ
・

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル
フ

・

水
泳

・
テ

ニ
ス

な
ど

の
ス

ポ
ー

ツ

ダ
ン

ス
・

踊
り

野
球

・
相

撲
等

観
戦

競
馬

・
競

輪
・

競
艇

・
パ

チ
ン

コ

編
み

物

針
仕

事

畑
仕

事

賃
金

を
伴

う
仕

事

旅
行

・
温

泉

○
○

○
○
○

○
○○

○○○
○○

○
○○○

○
○
○

○

○○○○
○○○
○○○

○○○
○○

○○
○
○

○○○
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課題整理総括表
利用者名： 様 作成年月日: 年 月 日介護すみれ 平成28  4 22

① ② ③

④ ⑤ ⑥

  自立した日常生活の
   阻害要因

 (心身の状態、環境等)

高血圧症 手足マヒ

状況の事実  ※１ 現在 ※２ 要因※３ 改善/維持の可能性※４

移動 屋内移動 自立  見守り  一部介助  全介助 改善   維持  悪化

屋外移動 自立  見守り  一部介助  全介助 改善   維持  悪化

食事 食事内容 支障なし  支障あり 改善   維持  悪化

食事摂取 自立  見守り  一部介助  全介助 改善   維持  悪化

調理 自立  見守り  一部介助  全介助 改善   維持  悪化

排泄 排尿・排便 支障なし  支障あり 改善   維持  悪化

排泄動作 自立  見守り  一部介助  全介助 改善   維持  悪化

口腔 口腔衛生 支障なし  支障あり 改善   維持  悪化

口腔ケア 自立  見守り  一部介助  全介助 改善   維持  悪化

服薬 自立  見守り  一部介助  全介助 改善   維持  悪化

入浴 自立  見守り  一部介助  全介助 改善   維持  悪化

更衣 自立  見守り  一部介助  全介助 改善   維持  悪化

掃除 自立  見守り  一部介助  全介助 改善   維持  悪化

洗濯 自立  見守り  一部介助  全介助 改善   維持  悪化

整理・物品の管理 自立  見守り  一部介助  全介助 改善   維持  悪化

金銭管理 自立  見守り  一部介助  全介助 改善   維持  悪化

買物 自立  見守り  一部介助  全介助 改善   維持  悪化

コミュニケーション能力 支障なし  支障あり 改善   維持  悪化

認知 支障なし  支障あり 改善   維持  悪化

社会との関わり 支障なし  支障あり 改善   維持  悪化

褥瘡・皮膚の問題 支障なし  支障あり 改善   維持  悪化

行動・心理症状(ＢＰＳＤ) 支障なし  支障あり 改善   維持  悪化

介護力(家族関係含む) 支障なし  支障あり 改善   維持  悪化

居住環境 支障なし  支障あり 改善   維持  悪化

①

②

①

②

改善   維持  悪化

備考(状況・支援内容等)

利用者及び家族の

生活に対する意向

見  通  し  ※５

今後も見守る。現在、日常生活
は順調なため

 生活全般の解決すべき
   課題(ニーズ)【案】 ※６

食事が１人で食べられない

1

右手がマヒしているため、
家事が困難

3

家がバリアフリーではない
ため、車いす移動が困難

2

※1  本書式は総括表でありアセスメントツールではないため、必ず別に詳細な情報収集・分析を行うこと。なお「状況の事実」の各項目は課題分析標準項目に準拠しているが、必要に応じて追加して差し支えない。

※2  介護支援専門員が収集したた客観的事実を記載する。選択肢に○印を記入。

※3  現在の状況が「自立」あるいは「支障なし」以外である場合に、そのような状況をもたらしている要因を、様式上部の「要因」欄から選択し、該当する番号（丸数字）を記入する（複数の番号を記入可）。

※4  今回の認定有効期間における状況の改善/維持/悪化の可能性について、介護支援専門員の判断として選択肢に○印を記入する。

※5  「要因」および「改善/維持の可能性」を踏まえ、要因を解決するための援助内容と、それが提供され

ることによって見込まれる事後の状況（目標）を記載する。

※6  本計画期間における優先順位を数字で記入。ただし、解決が必要だが本計画期間に取り上げることが

困難な課題には「－」印を記入。
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１
フ
ェ

ー
ス

シ
ー
ト

 
訪

問
・

電
話

・
来

所
・

そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

）
初

回
相

談
受

付
者

本
人

氏
名

年
齢

住
　

　
所

ＭＴＳ

緊
急

連
絡

先

相
 
談

 
者

相
談

経
路

(
紹

介
者

)

居
宅

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
計

画

作
成

依
頼

の
届

出

〒

男
・

女
年

　
 
 
月

 
　

 
日

生
れ

(
 
 
 
 
 
歳

)

T
E
L

携
帯

氏
名

住
所

男
・

女
年

齢
(
　

 
 
歳

)
　

 
 
本

人
と

の
続

柄
(
　

 
　

　
 
 
)

T
E
L

携
帯

氏
名

住
所

男
・

女
年

齢
(
　

 
 
歳

)
　

 
 
本

人
と

の
続

柄
(
　

 
　

　
 
 
)

T
E
L

携
帯

届
出

年
月

日

■
相
談
内
容

■
こ
れ
ま
で
の
生
活
の
経
過
（
主
な
生
活
史
）

（
本

人
）

（
介

護
者

・
家

族
）

（
主
訴
／
本
人
・
家
族
の
希
望
・
困
っ
て
い
る
こ
と
や
不
安
、
思
い
）

介
護

保
険

後
期

高
齢

者
医

療
保

険
（

７
５

歳
以

上
）

高
額

介
護

サ
ー

ビ
ス

費
該

当

要
介

護
認

定

身
障

手
帳

療
育

手
帳

精
神

障
害

者
保

健
福

祉
手

帳
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
受

給
者

証
の

有
無

日
常

生
活

自
立

度

自
立

支
援

医
療

受
給

者
証

の
有

無

利
用

者
負

担
割

合
□

1
割

□
2
割

□
3
割

一
部

負
担

金
□

1
割

負
担

□
3
割

負
担

利
用

者
負

担
(
 
□

第
5
段

階
□

第
4
段

階
□

第
3
段

階
□

第
2
段

階
□

第
1
段

階
 
)

済
→

非
該

当
・

要
支

援
　

１
・

２
　

要
介

護
　

１
・

２
・

３
・

４
・

５
認

定
日

未
(
見

込
み

)
→

非
該

当
・

要
支

援
　

１
・

２
　

要
介

護
　

１
・

２
・

３
・

４
・

５

□
有

□
無

等
　

級
種

 
 
級

交
付

日

□
有

□
無

程
　

度
交

付
日

□
有

□
無

等
　

級
 
級

交
付

日

□
有

□
無

□
有

 
□

無
障

害
支

援
区

分
→

（
）

障
害

高
齢

者
自

立
・

J
1
・

J
2
・

A
1
・

A
2
・

B
1
・

B
2
・

C
1
・

C
2

認
 
知

 
症

自
立

・
Ⅰ

・
Ⅱ

a
・

Ⅱ
b
・

Ⅲ
a
・

Ⅲ
b
・

Ⅳ
・

Ｍ

判定者

判定日

(
機

関
名

)

(
機

関
名

)

ア
セ

ス
メ

ン
ト

実
施

日
(
初

回
)

年
月

日
(
更

新
)

年
月

日
[
全
社
協
・
在
宅
版
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
方
法
検
討

委
員

会
作

成
]

-
1
-

　
　
 
 
年
 
 
月
 
 
日
相
談
受
付

令
和

 
1

1
0

 
9

パ
ン

ジ
ー

太
郎

3
6

 
2

2
4

5
8

2
4
6
-
6
5
4

石
川

県
金

沢
市

0
7
6
-

パ
ン

ジ
ー

父
9
2

父

　
　

 
 
年

 
 
月

 
 
日

平
成

2
6
年

 
4
月

 
1
日

　
　

 
 
年

 
 
月

　
　

 
 
年

 
 
月

　
　

 
 
年

 
 
月

　
　

 
 
年

 
 
月

 
 
日

　
　

 
 
年

 
 
月

 
 
日
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２
家
族

状
況

と
イ
ン

フ
ォ

ー
マ
ル

な
支

援
の
状

況

■
家

族
構

成
と

介
護

状
況

家
族

構
成

図
家

族
の

介
護

の
状

況
・

課
題

氏
名

(
主

た
る

介
護

者
に

は
※

)
続

柄
同

別
居

勤
労

の
状

況
健

康
状

態
等

特
記
事
項
（
自
治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
社
会

的
活

動
）

男
・

女
同

・
別

男
・

女
同

・
別

男
・

女
同

・
別

男
・

女
同

・
別

男
・

女
同

・
別

■
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

な
支

援
活

用
状

況
(
親

戚
、

近
隣

、
友

人
、

同
僚

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
、

民
生

委
員

、
自

治
会

の
地

域
の

団
体

等
)

支
援

提
供

者
活

用
し

て
い

る
支

援
内

容
特

記
事

項

本
人

が
受

け
た

い
支

援
　

今
後

必
要

と
思

わ
れ

る
支

援
支

援
提

供
者

特
記

事
項

３
サ
ー

ビ
ス

利
用
状

況

在
宅

利
用

(
認
定
調
査
を
行
っ
た
月
の

サ
ー

ビ
ス

利
用

回
数

を
記

入
。

 
(
介

護
予

防
)
福
祉
用
具
貸
与
は
調
査
日
時
点
の
、
特
定
(
介
護
予
防
)
福
祉
用
具
販
売
は
過
去
6
ヵ
月
の
品
目
数
を

記
載

)

□
訪

問
介

護
(
ホ

ー
ム

ヘ
ル

プ
サ

ー
ビ

ス
)

□
(
介

護
予

防
)
訪

問
入

浴
介

護

□
(
介

護
予

防
)
訪

問
看

護

□
(
介

護
予

防
)
訪

問
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

□
(
介

護
予

防
)
居

宅
療

養
管

理
指

導

□
通

所
介

護
(
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
)

□
(
介

護
予

防
)
通

所
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

(
ﾃ
ﾞ
ｲ
ｹ
ｱ
)

□
(
介

護
予

防
)
短

期
入

所
生

活
介

護
(
特

養
等

)

□
(
介

護
予

防
)
短

期
入

所
療

養
介

護
(
老

健
・

診
療

所
)

□
(
介

護
予

防
)
特

定
施

設
入

居
者

生
活

介
護

□
看

護
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

月月月月月月月月月月月

回回回回回回回日日日日

□
(
介

護
予

防
)
福

祉
用

具
貸

与

□
特

定
(
介

護
予

防
)
福

祉
用

具
販

売

□
住

宅
改

修

□
夜

間
対

応
型

訪
問

介
護

□
(
介

護
予

防
)
認

知
症

対
応

型
通

所
介

護

□
(
介

護
予

防
)
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

□
(
介

護
予

防
)
認

知
症

対
応

型
共

同
生

活
介

護

□
定

期
巡

回
・

随
時

対
応

型
訪

問
介

護
看

護

月月月月月

品
目

品
目

あ
り

・
な

し日日日日日

[
全
社
協
・
在
宅
版
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
方
法
検
討

委
員

会
作

成
]

-
2
-

女
性

＝
○

,
男

性
＝

□
分

か
れ

ば
横

に
年

齢
を

記
載

本
人

＝
◎

,
□

死
亡

＝
●

,
■

　
　

　
同

居
＝

　
　

　
で

囲
む

□

※
パ

ン
ジ

ー
父

父
有

9
2
歳

　　　　

(
平

成
2
7
年

 
4
月

 
1
日

時
点

)
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直近の入所・入院 □
配

食
サ

ー
ビ

ス

□
洗

濯
サ

ー
ビ

ス

□
移

動
ま

た
は

外
出

支
援

□
友

愛
訪

問

□
老

人
福

祉
セ

ン
タ

ー

□
老

人
憩

い
の

家

□
ガ

イ
ド

ヘ
ル

パ
ー

□
身

障
／

補
装

具
・

日
常

生
活

用
具

（
）

月月月月月月月

回回回回回回回

□
生

活
支

援
員

の
訪

問
（

日
常

生
活

自
立

支
援

事
業

）

□
ふ

れ
あ

い
・

い
き

い
き

サ
ロ

ン

□
市

町
村

特
別

給
付

　
[

]

□□

月月月月

回回

回回

((
))

□
介

護
老

人
福

祉
施

設

□
介

護
老

人
保

健
施

設

□
介

護
療

養
型

医
療

施
設

（
介

護
医

療
院

）

□
認

知
症

対
応

型
共

同
生

活
介

護
適

用
施

設
（

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
）

□
特

定
施

設
入

居
者

生
活

介
護

適
用

施
設

（
ケ

ア
ハ

ウ
ス

等
）

□
医

療
機

関
(
医

療
保

険
適

　
用

療
養

病
床

)

□
医

療
機

関
　

　
　

　
　

 
(
療

養
病

床
以

外
)

□
そ

の
他

の
施

設

施
設

･
機

関
名

所
在

地
 
〒

T
E
L

制度利用状況

年金

□
老

齢
関

係
　

→
(

)

□
障

害
関

係
　

→
(

)

□
遺

族
・

寡
婦

→
(

)

□
恩

給

□
特

別
障

害
者

手
当

□
生

活
保

護

□
生

活
福

祉
資

金
貸

付

□
高

齢
者

住
宅

整
備

資
金

貸
付

□
日

常
生

活
自

立
支

援
事

業
(
地

域
福

祉
権

利
擁

護
事

業
)

□
成

年
後

見
制

度
→

□
成

年
後

見
　

□
保

佐
　

□
補

助

成
年

後
見

人
等

（
 

 
)

健康保険

□
国

保
□

協
会

け
ん

ぽ
(
旧

・
政

管
健

保
)

□
組

合
健

保
□

日
雇

い

□
国

公
共

済
□

地
方

共
済

□
私

立
学

校
共

済
□

船
員

□
後

期
高

齢
者

医
療

□
労

災
保

険
→

(
)

その他

□
(
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 
)

□
(
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 
)

□
(
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 
)

４
住
居

等
の

状
況

家
屋

(
居

室
を

含
む

)
見

取
図

 
 
※

段
差

に
は

▲
を

記
入

居室等の状況トイレ浴　室

移動手段

諸
設

備

□
１

戸
建

て
□

集
合

住
宅

賃
貸

・
所

有
・

社
宅

等
・

公
営

住
宅

・
そ

の
他

(
)

ア
．
□

専
用

居
室

あ
り

□
専

用
居

室
な

し

イ
．
□

１
階

□
２

階
□

そ
の

他
(

)
階

→
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
□

有
□

無

ウ
．
□

布
団

□
ベ

ッ
ド

→
□

固
定

式
□

ギ
ャ

ッ
チ

□
電

動

□
そ

の
他

(
)

エ
．
陽

あ
た

り
□

良
□

普
通

□
悪

オ
．
暖

房
□

あ
り

□
な

し
カ

．
冷

房
□

あ
り

□
な

し

ア
．
□

和
式

□
洋

式

□
そ

の
他

(
)

イ
．
手

す
り

□
あ

り
□

な
し

ウ
．
ト
イ
レ
ま
で
の
段
差

□
あ

り
□

な
し

ア
．
□

自
宅

に
あ

り
□

自
宅

に
な

し

イ
．
手

す
り

□
あ

り
□

な
し

ウ
．
浴

室
ま

で
の

段
差

□
あ

り
□

な
し

室　外

福
祉

機
器

□
□

使
用
し
て
い
る

使
用
し
て
い
な
い

↓
使

用
し

て
い

る
場

合
□

車
い

す
□

電
動

車
い

す
□

杖
□

歩
行

器
□

そ
の

他
(

)

室　内

福
祉

機
器

□
□

使
用
し
て
い
る

使
用
し
て
い
な
い

↓
使

用
し

て
い

る
場

合
□

車
い

す
□

電
動

車
い

す
□

杖
□

歩
行

器
□

そ
の

他
(

)

調
理

器
具

□
ガ

ス
 
□

I
H
暖

房
器

具
□

ガ
ス

 
□

電
気

 
□

灯
油

 
□

そ
の

他
(

)

【
周

辺
環

境
・

立
地

環
境

・
そ

の
他

住
居

に
関

す
る

特
記

事
項

】

[
全
社
協
・
在
宅
版
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
方
法
検
討

委
員

会
作

成
]

-
3
-
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５
本
人

の
健

康
状
態

・
受

診
等
の

状
況

既
往

歴
・

現
症

(
必

要
に

応
じ

｢
主

治
医

意
見

書
｣
を

転
記

)
障

害
等

の
部

位

身
　

　
長

体
　

　
重

歯
の

状
況

【
特

記
事

項
】

（
病

気
や

け
が

、
障

害
等

に
関

わ
る

事
項

。
改

善
の

可
能

性
等

）

現
在

の
受

診
状

況
（

歯
科

含
む

）

病
　

　
名

薬
の

有
無

受診状況受診病院

発
症

時
期

※
主
治
医
意
見
書

 
を
参
考
に
記
入

受
診

頻
度

受
診

状
況

医
療

機
関

診
 
療

 
科

主
 
治

 
医

連
 
絡

 
先

受
診

方
法

留
意

点
等

往
診

可
能

な
医

療
機

関

緊
急

入
院

で
き

る
医

療
機

関

相
談
、
処
方
を
受
け
て
い
る
薬
局

（
か

か
り

つ
け

薬
局

）

【
特

記
、

生
活

上
配

慮
す

べ
き

課
題

な
ど

】

※
要

介
護

状
態

に
関

係
が

あ
る

既
往

歴
お

よ
び

現
症

c
m
 

k
g
 

□
歯

あ
り

□
歯

な
し

□
総

入
れ

歯
□

局
部

義
歯

→
6
－

②
生

活
機

能
(
食

事
・

排
泄

等
)

主
治
医
か
ら
の
指
導
・
助
言
事
項
。
視
力
障
害
、
聴
力
障
害
、
麻
痺
、
関
節
の
動
き
、
褥
瘡
、
そ
の
他
皮
膚
疾
患
(
以
上
要
介
護
認
定
項
目
)
、
外
傷
、
内
部
障
害
、

言
語
障
害
、
動
悸
・
息
切
れ
、
便
秘
、
尿
失
禁
、
便
失
禁
、
摂
食
嚥
下
障
害
、
口
腔
(
炎
症
・
痛
み
・
出
血
・
口
臭
・
虫
歯
・
不
良
義
歯
等
)
に
留
意
の
こ
と
。

□
有

□
無

□
定

期
(
週

・
月

回
)

□
不

定
期

□
通

院
□

往
診

T
E
L

□
有

□
無

□
定

期
(
週

・
月

回
)

□
不

定
期

□
通

院
□

往
診

T
E
L

□
有

□
無

□
定

期
(
週

・
月

回
)

□
不

定
期

□
通

院
□

往
診

T
E
L

□
有

□
無

□
定

期
(
週

・
月

回
)

□
不

定
期

□
通

院
□

往
診

T
E
L

□
無

□
有

(
)

T
E
L

□
無

□
有

(
)

T
E
L

□
無

□
有

(
)

T
E
L

[
全
社
協
・
在
宅
版
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
方
法
検
討

委
員

会
作

成
]

-
4
-

△
障

害
部

位
 

×
欠

損
部

位
 

●
褥

瘡
部

位

帳票-21



６
本
人

の
基

本
動
作

等
の

状
況
と

援
助

内
容
の

詳
細

●６
-
①

基
本

(
身

体
機

能
･
起

居
)
動

作
体

位
変

換
・

起
居

６
-
①

基
本

(
身

体
機

能
･
起

居
)
動

作
（

1
-
1
0
、

1
-
1
2
、

1
-
1
3
は

別
記

）

入
浴

１１１１１１１１１１１１１１

要介護認定項目

1
-
1
 
 
麻

痺
等

(
複

数
可

)

1
-
2
 
 
拘

縮
(
複

数
可

)

1
-
3
 
 
寝

返
り

1
-
4
 
 
起

き
上

が
り

1
-
5
 
 
座

位
保

持

1
-
6
 
 
両

足
で

の
立

位
保

持

1
-
7
 
 
歩

行

1
-
8
 
 
立

ち
上

が
り

1
-
9
 
 
片

足
で

の
立

位
保

持

1
-
1
0
 
洗

身

1
-
1
1
 
つ

め
切

り

1
-
1
2
 
視

力

1
-
1
3
 
聴

力

1
-
1
4
 
関

節
の

動
き

(
複

数
可

)

２
３

４
５

６

２
３

４
５

２
３

２
３

２
３

４

２
３

２
３

２
３

２
３

２
３

４

２
３

２
３

４
５

２
３

４
５

２
３
４
５
６
７

【
特

記
、

解
決

す
べ

き
課

題
な

ど
】

６
-
①

1
-
1
、

1
-
2
関

係
 

援
助

の
現

状

家
族
実
施

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
実
施

希
望

要
援

助

→
計

画

1
)
体

位
変

換
介

助

2
)
起

居
介

助

リ
ハ

ビ
リ

の
必

要
性

□
あ

り
→

P
９

□
な

し

６
-
①

1
-
1
0

関
係

 

援
助

の
現

状

家
族
実
施

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
実
施

希
望

要
援

助

→
計

画

1
)
準

備
･
後

始
末

2
)
移

乗
移

動
介

助

3
)
洗

身
介

助

4
)
洗

髪
介

助

5
)
清

拭
･
部

分
浴

6
)
褥
瘡
･
皮
膚
疾
患

の
対
応

2
)
移

乗
移

動
介

助

3
)
洗

身
介

助

現
 
状

計
 
画

□
見

守
り

の
み

□
介

助
あ

り

□
見

守
り

必
要

□
介

助
必

要

□
見

守
り

の
み

□
介

助
あ

り

□
見

守
り

必
要

□
介

助
必

要

【
特

記
、

解
決

す
べ

き
課

題
な

ど
】

<
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
の

状
況

･
方

法
(
6
-
①

1
-
1
2
、

1
-
1
3
関

係
)
>

ア
.
視

聴
覚

□
眼

鏡
使

用
□

ｺ
ﾝ
ﾀ
ｸ
ﾄ
使

用
□

補
聴

器
使

用

イ
.
電

話

□
あ

り
□

な
し

ウ
.
言

語
障

害

□
あ

り
(

)
□

な
し

エ
.
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
支

援
機

器
の

使
用

□
あ

り
(

)
□

な
し

【
特

記
、

解
決

す
べ

き
課

題
な

ど
】

現
在

、
家

族
が

実
施

し
て

い
る

場
合

は
○

時
々

実
施

の
場

合
は

△
要

援
助

と
判

断
さ

れ
る

場
合

に
計

画
し

た
場

合
に

○
(
確

認
)

本
人

・
家

族
が

サ
ー

ビ
ス

実
施

を
希

望
す

る
場

合
○

現
在

、
在

宅
サ

ー
ビ

ス
等

で
実

施
し

て
い

る
場

合
○

[
全
社
協
・
在
宅
版
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
方
法
検
討

委
員

会
作

成
]

-
5
-

帳票-22



●６
-
②

生
活

機
能

(
食

事
・

排
泄

等
)

食
事

排
泄

等

外
出

１１１１１１１１１１１１１

要介護認定項目

2
-
1
 
 
移

乗

2
-
2
 
 
移

動

2
-
3
 
 
え

ん
下

2
-
4
 
 
食

事
摂

取

2
-
5
 
 
排

尿

2
-
6
 
 
排

便

2
-
7
 
 
口

腔
清

潔

2
-
8
 
 
洗

顔

2
-
9
 
 
整

髪

2
-
1
0
 
上

衣
の

着
脱

2
-
1
1
 
ズ

ボ
ン

等
の

着
脱

2
-
1
2
 
外

出
頻

度

2
-
1
3
 
飲

水
摂

取

２
３

４

２
３

４

２
３

２
３

４

２
３

４

２
３

４

２
３

２
３

２
３

２
３

４

２
３

４

２
３

２
３

４

<
そ

の
他

食
事

の
現

状
(
6
-
②

2
-
4
関

係
)
>

ア
.
食

事
場

所
□

食
堂

□
居

室
ベ

ッ
ド

上

□
布

団
上

□
そ

の
他

居
室

内

□
そ

の
他

(
)
 

イ
.
食

堂
ま

で
の

段
差

□
あ

り
□

な
し

ウ
.
咀

嚼
の

状
況

□
問

題
な

し
□

問
題

あ
り

→
 
□

噛
み

に
く

い
□

時
々

噛
み

に
く

い

　
 
□

と
て

も
噛

み
に

く
い

エ
.
食

事
の

内
容

□
一

般
食

□
糖

尿
食

Ｋ
㌍

□
高

血
圧

食
ｇ

□
抗

潰
瘍

食

□
そ

の
他

(
)
 

<
そ

の
他

排
泄

の
状

況
(
6
-
②

2
-
5
、

2
-
6
関

係
)
>

ア
.
尿

意

□
あ

る
□

と
き

ど
き

あ
る

□
な

い

イ
.
便

意

□
あ

る
□

と
き

ど
き

あ
る

□
な

い

６
-
②

2
-
1
～

2
-
4
関

係
 

援
助

の
現

状

家
族
実
施

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
実
施

希
望

要
援

助

→
計

画

1
)
移

乗
介

助

2
)
移

動
介

助

3
)
摂

取
介

助

【
特

記
、

解
決

す
べ

き
課

題
な

ど
】

主
 
食

現
 
状

計
 
画

□
普

通
食

□
普

通
食

□
粥

食
□

粥
食

□
経

口
栄

養
□

経
口

栄
養

□
経

管
栄

養
□

経
管

栄
養

□
そ

の
他

□
そ

の
他

(
)

(
)

副
 
食

□
普

通
食

□
普

通
食

□
刻

み
食

□
刻

み
食

□
ミ

キ
サ

ー
食

□
ミ

キ
サ

ー
食

□
そ

の
他

□
そ

の
他

(
)

(
)

摂
取

介
助

□
見

守
り

の
み

□
見

守
り

必
要

□
介

助
あ

り
□

介
助

必
要

６
-
②

2
-
5
～

2
-
1
1
関

係
 

援
助

の
現

状

家
族
実
施

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
実
施

希
望

要
援

助

→
計

画

1
)
準

備
･
後

始
末

2
)
移

乗
移

動
介

助

3
)
排

尿
介

助

4
)
排

便
介

助

5
)
口

腔
清

潔
介

助

6
)
洗

面
介

助

7
)
整

容
介

助

8
)
更

衣
介

助

【
特

記
、

解
決

す
べ

き
課

題
な

ど
】

排
尿

介
助

(
2
-
5
)

現
 
状

計
 
画

□
見

守
り

の
み

□
見

守
り

必
要

□
介

助
あ

り
□

介
助

必
要

□
ト

イ
レ

□
ト

イ
レ

□
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾄ
ｲ
ﾚ

□
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾄ
ｲ
ﾚ

□
尿

収
器

□
尿

収
器

□
導

尿
□

導
尿

□
お

む
つ

□
お

む
つ

排
便

介
助

(
2
-
6
)

□
見

守
り

の
み

□
見

守
り

必
要

□
介

助
あ

り
□

介
助

必
要

□
ト

イ
レ

□
ト

イ
レ

□
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾄ
ｲ
ﾚ

□
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾄ
ｲ
ﾚ

□
□

差
し
込
み
便
器

差
し
込
み
便
器

□
お

む
つ

□
お

む
つ

□
摘

便
□

摘
便

□
浣

腸
□

浣
腸

□
人

工
肛

門
□

人
工

肛
門

【
特

記
、

解
決

す
べ

き
課

題
な

ど
】

６
-
②

2
-
1
2

関
係

 

援
助

の
現

状

家
族
実
施

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
実
施

希
望

要
援

助

→
計

画

1
)
移
送
･
外
出
介
助

[
全
社
協
・
在
宅
版
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
方
法
検
討

委
員

会
作

成
]

-
6
-
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● ６
-
③

認
知

機
能

６
-
④

精
神

・
行

動
障

害

６
-
③

認
知

機
能

、
６

-
④

精
神

・
行

動
障

害
　

全
般

１１１１１１１１１１

要介護認定項目

3
-
1
 
 
意

思
の

伝
達

3
-
2
 
 
毎

日
の

日
課

を
理

解
す

る

3
-
3
 
 
生

年
月

日
や

年
齢

を
答

え
る

3
-
4
 
 
面

接
調

査
の

直
前

記
憶

3
-
5
 
 
自

分
の

名
前

を
答

え
る

3
-
6
 
 
今

の
季

節
を

理
解

す
る

3
-
7
 
 
自

分
の

い
る

場
所

を
答

え
る

3
-
8
 
 
徘

徊

3
-
9
 
 
外

出
す

る
と

戻
れ

な
い

(
迷

子
)

3
-
1
0
 
介

護
者

の
発

言
へ

の
反

応

２
３

４

２２２２２２２
３

２
３

２
３

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１

要介護認定項目

4
-
1
 
 
被

害
妄

想
(
物

を
盗

ら
れ

た
な

ど
)

4
-
2
 
 
作

話
を

す
る

4
-
3
 
 
感

情
が

不
安

定
に

な
る

4
-
4
 
 
昼

夜
の

逆
転

4
-
5
 
 
し

つ
こ

く
同

じ
話

を
す

る

4
-
6
 
 
大

声
を

出
す

4
-
7
 
 
介

護
に

抵
抗

す
る

4
-
8
 
 
落

ち
着

き
が

な
い

(
｢
家

に
帰

る
｣
等

)

4
-
9
 
 
外

に
出

た
が

り
目

が
離

せ
な

い

4
-
1
0
 
も

の
を

集
め

る
、

無
断

で
も

っ
て

く
る

4
-
1
1
 
物

を
壊

す
、

衣
類

を
破

く

4
-
1
2
 
ひ

ど
い

物
忘

れ

4
-
1
3
 
独

り
言

や
独

り
笑

い

4
-
1
4
 
自

分
勝

手
な

行
動

4
-
1
5
話
が
ま
と
ま
ら
な
い
、
会
話
に
な
ら
な
い

4
-
1
6
 
幻

視
・

幻
聴

4
-
1
7
 
暴

言
・

暴
力

4
-
1
8
 
目

的
な

く
動

き
回

る

4
-
1
9
 
火

の
始

末
・

管
理

4
-
2
0
 
不

潔
行

為

4
-
2
1
 
異

食
行

動

２
３

２
３

２
３

２
３

２
３

２
３

２
３

２
３

２
３

２
３

２
３

２
３

２
３

２
３

２
３

２
３

２
３

２
３

２
３

２
３

２
３

家族等からの情報と観察援助の現状

(
家

族
)

(
サ

ー
ビ

ス
)

援助の希望（本人）援助の希望（家族）援助の計画【
特

記
、

解
決

す
べ

き
課

題
な

ど
】[
全
社
協
・
在
宅
版
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
方
法
検
討

委
員

会
作

成
]

-
7
-

帳票-24



●６
-
⑤

社
会

生
活

(
へ

の
適

応
)
力

１１１１１１１１

要介護認定項目

5
-
1
 
 
薬

の
内

服

5
-
2
 
 
金

銭
の

管
理

5
-
3
 
 
日

常
の

意
思

決
定

5
-
4
 
 
集

団
へ

の
不

適
応

5
-
5
 
 
買

い
物

5
-
6
 
 
簡

単
な

調
理

5
-
7
 
 
電

話
の

利
用

5
-
8
 
 
日

中
の

活
動

(
生

活
)
状

況
等

5
-
9  
 
 
家

族
・

居
住

環
境

、
社

会

　
　

 
参

加
の

状
況

な
ど

の
変

化

２
３

２
３

２
３

４

２
３

２
３

４

２
３

４

２
３

２
３

１
２

<
社

会
活

動
の

状
況

(
6
-
⑤

5
-
8
、

5
-
9
関

係
)
>

ア
.
家

族
等

近
親

者
と

の
交

流

□
あ

り
 
(

)
□

な
し

イ
.
地

域
近

隣
と

の
交

流

□
あ

り
 
(

)
□

な
し

ウ
.
友

人
知

人
と

の
交

流

□
あ

り
 
(

)
□

な
し

緊
急

連
絡

・

見
守

り
の

方
法

6
-
⑥

医
療

・
健

康
関

係
へ

６
-
⑤

5
-
2
、

5
-
5
～

5
-
6
関

係
 

援
助

の
現

状

家
族
実
施

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
実
施

希
望

要
援

助

→
計

画

1
)
金

銭
管

理

2
)
買

い
物

3
)
調

理

4
)
準

備
･
後

始
末

６
-
⑤

5
-
7
～

5
-
8
関

係
 

援
助

の
現

状

家
族
実
施

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
実
施

希
望

要
援

助

→
計

画

1
)
定

期
的

な

 
相

談
･
助

言

2
)
各

種
書

類

 
作

成
代

行

3
)
余

暇
活

動

 
支

援

4
)
移

送
･
外

出

 
介

助

5
)
代

読
･
代

筆

6
)
話

し
相

手

7
)
安

否
確

認

8
)
緊

急
連

絡
手

 
段

の
確

保

9
)
家

族
連

絡

 
の

確
保

1
0
)
社

会
活

動

へ
の

支
援

【
特

記
、

解
決

す
べ

き
課

題
な

ど
】

[
全
社
協
・
在
宅
版
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
方
法
検
討

委
員

会
作

成
]

-
8
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●６
-
⑥

医
療

・
健

康
関

係
※

計
画

を
す

る
際

に
は

主
治

医
の

意
見

を
求

め
る

必
要

あ
り

要介護認定項目

処置内容特別な対応

1
.

点
滴

の
管

理

2
.

中
心

静
脈

栄
養

3
.

透
析

4
.

ス
ト

ー
マ

(
人

工
肛

門
)

　
の

処
置

5
.

酸
素

療
法

6
.

レ
ス

ピ
レ

ー
タ

ー

　
(
人

工
呼

吸
器

)

7
.

気
管

切
開

の
処

置

8
.

疼
痛

の
看

護

9
.

経
管

栄
養

1
0
.

モ
ニ

タ
ー

測
定

　
(
血

圧
、

心
拍

、
酸

素
飽

和

　
度

等
)

1
1
.

じ
ょ

く
そ

う
の

処
置

1
2
.

カ
テ

ー
テ

ル

　
(
コ

ン
ド

ー
ム

カ
テ

ー
テ

ル
、

　
留

置
カ

テ
ー

テ
ル

、
ウ

ロ

　
ス

ト
ー

マ
等

)

援
助

の
現

状

家
族
実
施

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
実
施

希
望

要
援

助

→
計

画

1
)
測

定
･
観

察

2
)
薬

剤
の

管
理

3
)
薬

剤
の

使
用

4
)
受

診
･
検

査
介

助

5
)
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー

 
シ

ョ
ン

6
)
医

療
処

置
の

管
理

【
特

記
、

生
活

上
配

慮
す

べ
き

課
題

な
ど

】

現状→

計画→
具

体
的

内
容

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

バ
イ

タ
ル

サ
イ

ン
の

チ
ェ

ッ
ク

定
期

的
な

病
状

観
察

内
服

薬

坐
薬

(
緩

下
剤

、
解

熱
剤

等
)

眼
・

耳
・

鼻
等

の
外

用
薬

の
使

用
等

温
・

冷
あ

ん
法

、
湿

布
貼

付
等

注
射

吸
引

吸
入

自
己

注
射

(
イ

ン
ス

リ
ン

療
法

)

経
管

栄
養

法

中
心

静
脈

栄
養

法

酸
素

療
法

人
工

呼
吸

療
法

気
管

カ
ニ

ュ
ー

レ
管

理

自
己

導
尿

自
己

腹
膜

灌
流

膀
胱

留
置

カ
テ

ー
テ

ル
管

理

人
工

肛
門

・
人

工
膀

胱
管

理

疼
痛

管
理

褥
瘡

管
理

介
護

に
関

す
る

医
師

の
意

見
 
(
｢
主

治
医

意
見

書
｣
を

転
記

)

(
1
)
移

動

屋
外

歩
行

□
自

立
□

介
助

が
あ

れ
ば

し
て

い
る

□
し

て
い

な
い

車
い

す
の

使
用

□
用

い
て

い
な

い
□

主
に

自
分

で
操

作
し

て
い

る
□

主
に

他
人

が
操

作
し

て
い

る

歩
行

補
助

具
・

装
具

の
使

用
(
複

数
選

択
可

)
□

用
い

て
い

な
い

□
屋

外
で

使
用

□
屋

内
で

使
用

(
2
)
栄

養
･
食

生
活

食
事

行
為

□
自

立
な

い
し

何
と

か
自

分
で

食
べ

ら
れ

る
□

全
面

介
助

現
在

の
栄

養
状

態
□

良
好

□
不

良

→
　

栄
養

・
食

生
活

上
の

留
意

点
 
(

)
 

(
3
)
現

在
あ

る
か

ま
た

は
今

後
発

生
の

可
能

性
の

高
い

状
態

と
そ

の
対

処
方

針

□
尿

失
禁

□
転

倒
・

骨
折

□
移

動
能

力
の

低
下

□
褥

瘡
□

心
肺

機
能

の
低

下
□

閉
じ

こ
も

り
□

意
欲

低
下

□
徘

徊

□
低

栄
養

□
摂

食
・

嚥
下

機
能

低
下

□
脱

水
□

易
感

染
性

□
が

ん
等

に
よ

る
疼

痛
□

そ
の

他
 
(

)
 

　
→

　
対

処
方

針
 
(

)
 

(
4
)
サ

ー
ビ

ス
利

用
に

よ
る

生
活

機
能

の
維

持
･
改

善
の

見
通

し

□
期

待
で

き
る

□
期

待
で

き
な

い
□

不
明

(
5
)
医

学
的

管
理

の
必

要
性

(
特

に
必

要
性

の
高

い
も

の
に

は
下

線
を

引
い

て
下

さ
い

。
予

防
給

付
に

よ
り

提
供

さ
れ

る
サ

ー
ビ

ス
を

含
み

ま
す

。
)

□
訪

問
診

療
□

訪
問

看
護

□
看

護
職

員
に

よ
る

相
談

・
支

援
□

訪
問

歯
科

診
療

□
訪

問
薬

剤
管

理
指

導
□

訪
問

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
□

短
期

入
所

療
養

介
護

□
訪

問
歯

科
衛

生
指

導

□
訪

問
栄

養
食

事
指

導
□

通
所

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
□

そ
の

他
の

医
療

系
サ

ー
ビ

ス
 
(

)
 

(
6
)
サ

ー
ビ

ス
提

供
時

に
お

け
る

医
学

的
観

点
か

ら
の

留
意

事
項

･
血

圧
□

特
に

な
し

□
あ

り
 
(

)
･
移

動
□

特
に

な
し

□
あ

り
 
(

)
 

･
摂

食
□

特
に

な
し

□
あ

り
 
(

)
･
運

動
□

特
に

な
し

□
あ

り
 
(

)
 

･
嚥

下
□

特
に

な
し

□
あ

り
 
(

)
･
そ

の
他

 
(

)
 

(
7
)
感

染
症

の
有

無
(
有

の
場

合
は

具
体

的
に

記
入

し
て

下
さ

い
。

)

□
無

□
有

 
(

)
□

不
明

[
全
社
協
・
在
宅
版
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
方
法
検
討
委

員
会

作
成

]
-
9
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７
全
体

の
ま

と
め

災
害

時
の

対
応

の
必

要
性

に
つ

い
て

⇒
有

の
場

合
必

要
性

の
有

無
有

無

災
害

時
の

連
絡

先

（
家

族
以

外
／

民
生

委
員

等
）

（
氏

名
）

（
本

人
と

の
関

係
）

T
E
L
.

F
A
X
.

メ
ー

ル

備
考

権
利

擁
護

に
関

す
る

対
応

の
必

要
性

に
つ

い
て

⇒
有

の
場

合
必

要
性

の
有

無
有

無

備
考

-
1
0
～

1
1
-
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■
１

日
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

４５６７８９

１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
６

１
７

１
８

１
９

２
０

２
１

２
２

２
３

２
４１２３４

(深夜)(早朝)(午前)(午後)(夜間)(深夜)

本
人

の
生

活
リ

ズ
ム

①
本

人
が

自
分

で
し

て
い

る
こ

と

②
し

た
い

と
思

っ
て
い
る
こ
と
（
好
み
）

援
助

の
現

状

家
族

実
施

サ
ー

ビ
ス

実
施

要
援

助
と

判
断

さ
れ

る
場

合
に

　
計

画
し

た
場

合
に

○
(
確

認
)

◎
：

排
便

○
：

排
尿

△
：

食
事

☆
：

入
浴

□
：

起
床

■
：

就
寝
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居宅サービス計画書(１)第１表 作成年月日

初回 ・ 紹介 ・ 継続 認定済  ・  申請中

利用者名 様 性別　男・女 生年月日 電話番号

住所 FAX番号

居宅サービス計画作成者氏名 電話番号

居宅介護支援事業所名

所在地

居宅サービス計画作成(変更)日 初回居宅サービス計画作成日

認定日 認定の有効期間

要介護状態区分 要介護１　・ 要介護２　・ 要介護３　・ 要介護４　・ 要介護５

利用者及び家族の
生活に対する意向

介護認定審査会の意見及び
サービスの種類の指定

総合的な援助の方針

生活援助中心型の算定理由 １.一人暮らし ２.家族等が障害、疾病等 ３.その他( )

私は、上記居宅サービス計画書(１)について説明を受け、その内容に同意し、これを受領致します。

　　　　　　　平成　　年　　月　　日　　利用者(代理人)　氏名　　　　　　　　　　  続柄　　　 印

平成24年 1月16日

ひまわり　太郎 大正 8年 9月10日 076-222-xxxx

石川県金沢市高尾台１丁目△△番地 076-222-xxxx

076-296-xxxx

石川県金沢市高尾台１丁目４２３番地

平成24年 1月16日 平成18年12月 1日

平成23年 4月 1日 平成23年 4月 1日～平成24年 3月31日

本人は家が一番いいと言っているが妻は夫の入院を希望している。長男は入院すれば認知症が進行するのでこのまま在宅で生活させた

いと言っている。本人の気持ちを汲み取り、できるだけ在宅で介護を続けたい。家事の負担を訪問介護で助けてほしい。

特になし

福祉　花子

ひまわり居宅介護支援事業所

本人の認知症進行予防と妻の精神的負担軽減のためデイサービスを利用する。生活維持のために家事を訪問介護で援助する。妻と長男

の負担を軽減するためショートステイを利用する。出血傾向があるので訪問看護を利用する。「自分で歩けるようになりたい」や「最

後まで食事を自分で食べられるようになりたい」という本人の思いを尊重し、在宅において、訪問介護・通所リハビリ等のサービスを

利用しながら日常生活動作の維持・向上を図る。
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居宅サービス計画書(２)第２表 作成年月日

利用者名 様

生活全般の解決す

べき課題(ニーズ)

目　　標

長期目標(期間) 短期目標(期間)

No. 1

援　　助　　内　　容

サービス内容 ※1 サービス種別 ※2(サービス提供事業所) 頻度 期間

私は、上記居宅サービス計画書(２)について説明を受け、その内容に同意し、これを受領致します。

　　　　　　　平成　　年　　月　　日　　利用者(代理人)　氏名　　　　　　　　　　  続柄　　　 印

※１ 「保険給付の対象となるかどうかの区分」について、保険給付対象内サービスについては○印を付す。

※２ 「当該サービス提供を行う事業所」について記入する。

平成24年 1月16日

ひまわり　太郎

病気があるが、自 H24/ 1/16～H24/ 7/15 H24/ 1/16～H24/ 4/15 食事／食事の介助 ○ 訪問介護 ヘルパーステーションコン 毎日 H24/ 1/16～

宅で見守りを受け 在宅での生活を維持す 安全な療養環境が整い ダクト H24/ 4/15

安心した生活を送 ることができる。 事故のない生活を送る 移乗／起き上がり動作 ○ 訪問介護 ヘルパーステーションコン H24/ 1/16～

りたい。 ことができる。外に出 の介助 ダクト H24/ 4/15

て、人と交流ができる 移乗／車椅子の移乗の ○ 訪問介護 すみれヘルパーステーショ 3回/週 H24/ 1/16～

ようになる 介助 ン H24/ 4/15

H24/ 1/16～H24/ 7/15 H24/ 1/16～H24/ 4/15 健康チェック、レクリ ○ 通所介護 デイサービスセンターもも 3回/週 H24/ 1/16～

精神活動が活発になり 他者との交流ができ、 エーション、生活リズ H24/ 4/15

認知症が進行しない。 楽しく過ごすことがで ムと共に精神安定をは

きる。 かる

社会の人々と交流 H24/ 1/16～H24/ 7/15 H24/ 1/16～H24/ 4/15 健康チェック、レクリ ○ 通所介護 デイサービスセンターもも 3回/週 H24/ 1/16～

したい。 精神活動が活発になり 他者との交流ができ、 エーション、生活リズ H24/ 4/15

認知症が進行しない。 楽しく過ごすことがで ムと共に精神安定をは

きる。 かる

家族が過大な介護 H24/ 1/16～H24/ 7/15 H24/ 1/16～H24/ 4/15 介護者の負担の軽減 ○ 短期入所生活介 デイサービスなのはな 1回/月 H24/ 1/16～

負担を感じること 家族が自宅での介護を 家族が休養できる。 護 H24/ 4/15

なく介護したい。 継続できる。

体調が安定して生 H24/ 1/16～H24/ 7/15 H24/ 1/16～H24/ 4/15 看護／バイタルチェッ ○ 訪問看護 訪問看護ステーションうめ 1回/週 H24/ 1/16～

活したい。 病状が安定して生活で 定期的な健康チェック クと病状の観察 H24/ 4/15

きる。 ができ、病状管理がで

きる。
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施設サービス計画書(１)第１表 作成年月日

初回 ・ 紹介 ・ 継続 認定済  ・  申請中

利用者名 様 性別　男・女 生年月日 電話番号

住所 FAX番号

施設サービス計画作成者氏名及び職種 電話番号

施設サービス計画作成介護保険施設名

所在地

施設サービス計画作成(変更)日 初回施設サービス計画作成日

認定日 認定の有効期間

要介護状態区分 要介護１　・ 要介護２　・ 要介護３　・ 要介護４　・ 要介護５

利用者及び家族の
生活に対する意向

介護認定審査会の意見及び
サービスの種類の指定

(その他： )

総合的な援助の方針

私は、上記施設サービス計画書(１)について説明を受け、その内容に同意し、これを受領致します。

　　　　　　　平成　　年　　月　　日　　利用者(代理人)　氏名　　　　　　　　　　  続柄　　　 印

平成24年 1月19日

ひまわり　太郎 大正 8年 9月10日 076-222-xxxx

石川県金沢市高尾台１丁目△△番地 076-222-xxxx

076-296-xxxx

石川県金沢市高尾台１丁目４２３番地

平成24年 1月19日 平成24年 1月19日

平成23年 4月 1日 平成23年 4月 1日～平成24年 3月31日

足腰が弱く、店頭が心配である。怪我の無いように気をつけて欲しい。

ひまわり居宅介護支援事業所

杖歩行をされているが、下肢筋力の衰えが目立ってきている。転倒などの無い様、見守りを怠らないよう注意する。あまり外から干渉

事を好まないようなので、適度に距離を置いた対応で、かつ注意の視線がおろそかにならないようにしていく。
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施設サービス計画書(２)第２表 作成年月日

利用者名 様

生活全般の解決す

べき課題(ニーズ)

目　　標

長期目標(期間) 短期目標(期間)

No. 1

援　　助　　内　　容

サービス内容 担当者 頻度 期間

私は、上記施設サービス計画書(２)について説明を受け、その内容に同意し、これを受領致します。

　　　　　　　平成　　年　　月　　日　　利用者(代理人)　氏名　　　　　　　　　　  続柄　　　 印

平成24年 1月19日

ひまわり　太郎

誰かが自分の家に連れて帰 H24/ 1/19～H24/ 7/18 H24/ 1/19～H24/ 4/18 事務所の職員に事情を説明し、 担当職員 早急に H24/ 1/19～

ってくれないかと、玄関口 施設外部での事故防止 無断外出の無い様、見守る 見守りを行ってもらう。 H24/ 4/18

のソファにずっと座ってい 。 玄関自動ドアのチャイムが鳴っ 事務員 随時 H24/ 1/19～

ることがある。 たら必ず確認を行う。 H24/ 4/18

玄関口のソファに据わっている 寮母・指導員 玄関にいる H24/ 1/19～

場合は、部屋に戻ろうと声かけ のを見たと H24/ 4/18

してみる。 き

H24/ 1/19～H24/ 4/18 足腰が弱いので、歩行時に注意 介護スタッフ 毎日 H24/ 1/19～

歩こうとして転ばないか見 し見守る。 H24/ 4/18

守る。

下肢筋力の低下が著しい。 H24/ 1/19～H24/ 7/18 H24/ 1/19～H24/ 4/18 浴室内での見守り。場合によっ 一般浴担当者 毎入浴時 H24/ 1/19～

脱衣室内・浴室内は滑りや 施設内部での転倒事故の防 安全に気をつけた入浴介助 て身体を支えるなどの介助。 H24/ 4/18

すく、店頭の恐れがある。 止 。

下肢筋力の低下が著しい。 H24/ 1/19～H24/ 7/18 H24/ 1/19～H24/ 4/18 気長に歩行器の使用を薦めてみ 寮母・指導員 随時 H24/ 1/19～

杖歩行より安全な歩行器の 施設内部での転倒事故の防 杖歩行中の見守りと、安全 る。 H24/ 4/18

使用を薦めるが、嫌がって 止 の確保。 頑として断れば、無理強いはし

使おうとしない。 ない。

廊下に転倒する危険のあるもの

などあれば直ちに撤去する。
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サービス担当者会議の要点

利用者名 殿

作成年月日

居宅サービス計画作成者（担当者）氏名

第４表

開催日 開催場所 開催時間 開催回数 回目

会議出席者

検討した項目

検討内容

結論

残された課題

（次回の開催時期）

所属（職種） 氏名 所属（職種） 氏名 所属（職種） 氏名

平成24年 1月16日

ひまわり　太郎 福祉　花子

平成24年 1月16日 利用者宅 12：00 ～ 13：30 1

ひまわり居宅介護支援

ケアマネジャー

すみれ訪問介護　サ責

あさがおデイサービス

介護　一郎

ヘルパー　郁美

出井　太郎

・リハビリテーションの必要性・有効性の確認

・現状のADLの確認。

・今後の方向性について。

・転倒の危険はなかったかどうかの確認。

・下肢に負担のかかる姿勢は避ける。

・全般的によくやってもらい大変助かっている（本人・妻より）。

・生活拡大のためのリハビリテーション目標に1回/週のリハの継続をしていく。

リハビリテーションのレベルを定期的にアセスメントしていく。

必要時随時
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居宅介護支援経過第５表

作成年月日

利用者名 ひまわり　太郎 殿

年月日 年月日内　　　容 内　　　容

平成24年 1月16日 

居宅サービス計画作成者(照会者)氏名  介護　一郎

平成21年12月21日(月)

14:00 ～ 15:30

[方法]：訪問

[項目]：アセスメント

[概要]：アセスメントのため初回訪問する。

本人と主介護者である長女が対応する。

①介護に対する意向の確認

下肢筋力低下を改善。安定歩行のためのリハ

ビリについては、本人・長女とも同じ考えで

ある。ただし、最終的な目標については、本

人は家事参加を希望しているのに対し、長女

はトイレ歩行レベルで良いと考えている。ア

セスメントを行い、サービス担当者会議で検

討する。

②アセスメントの実施

アセスメント票に基づいて実施する

平成22年 2月 1日(月)

12:00 ～ 13:30

[方法]：訪問

[項目]：サービス担当者会議の実施

[概要]：第4表参照。出席できなかった石川

医師については紹介(依頼)し、合意を得る。

平成22年 3月20日(土)

15:00 ～ 16:00

[方法]：訪問

[項目]：モニタリング

[概要]：①サービスの実施状況：計画通りに

サービスが提供されており、サービスの継続

を希望している。

②利用者の状況：低血糖発作や転倒事故は発

生していない。ただし、間食をとってしまう

ことがあるので、家族に購入しないようお願

いする。

平成23年 1月25日(火)

13:00 ～ 14:00

[方法]：電話・FAX

[項目]：サービス担当者会議の依頼

[概要]：居宅サービス計画書の原案を送付し

サービスの内容を事前に調整する。

3月1日14：00～サービス担当者会議を開催す

る旨を電話で依頼。その後

FAXにて依頼書を送付する。
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施設介護経過第６表

作成年月日

利用者名 ひまわり　太郎 殿

年月日 年月日内　　　容 内　　　容

平成24年 1月19日 

施設サービス計画作成者(照会者)氏名  

平成21年12月21日(月)

14:00 ～ 15:30

[方法]：訪問

[項目]：アセスメント

[概要]：アセスメントのため初回訪問する。

本人と主介護者である長女が対応する。

①介護に対する意向の確認

下肢筋力低下を改善。安定歩行のためのリハ

ビリについては、本人・長女とも同じ考えで

ある。ただし、最終的な目標については、本

人は家事参加を希望しているのに対し、長女

はトイレ歩行レベルで良いと考えている。ア

セスメントを行い、サービス担当者会議で検

討する。

②アセスメントの実施

アセスメント票に基づいて実施する。

平成22年 2月 1日(月)

12:00 ～ 13:30

[方法]：訪問

[項目]：サービス担当者会議の実施

[概要]：第4表参照。出席できなかった石川

医師については紹介(依頼)し、合意を得る。

平成22年 3月10日(水)

15:00 ～ 16:00

[方法]：訪問

[項目]：サービス担当者会議の実施

[概要]：第4表参照。出席できなかった石川

医師については紹介(依頼)し、合意を得る。

平成23年 1月25日(火)

13:00 ～ 14:00

[方法]：電話・FAX

[項目]：サービス担当者会議の依頼

[概要]：居宅サービス計画書の原案を送付し

サービスの内容を事前に調整する。

3月1日14：00～サービス担当者会議を開催す

る旨を電話で依頼。その後FAXにて依頼書を

送付する。
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介
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よ

く
保

た
れ

、
要

支
援

・
要

介
護

状
態

と
な

る
お

そ
れ

が
高

い
と

は
考

え
ら

れ
な

い
場

合

有
の

場
合

、
②

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

□
介

護
予

防
事

業
の

利
用

が
望

ま
し

い
２

を
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

□
医

学
的

な
理

由
に

よ
り

次
の

介
護

予
防

事
業

は
不

適
当

｢
全

て
｣
を

チ
ェ

ッ
ク

し
な

い
場

合
、

２
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

病
状

悪
化

の
お

そ
れ

が
あ

る

治
療

上
の

支
障

が
あ

る
等

□
全

て
□

運
動

器
の

機
能

向
上

□
栄

養
改

善
□

口
腔

機
能

の
向

上

□
そ

の
他

（
)

サ
ー

ビ
ス

利
用

の
際

の
医

学
的

管
理

か
ら

の
留

意
事

項
等

に
つ

い
て

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

【
利
用
の
際
の
医
学
的
管
理
か
ら
の
留
意
事
項
】

【
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
あ
た
っ
て
特
記
事
項
等
あ
れ
ば
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
】

医
師

氏
名

評
価

機
関

名
電

話

レレ

山
田

　
一

郎

山
田

医
院

0
3
-
1
1
1
1
-
1
2
3
4

レレ

山
田

　
一

郎

山
田

医
院

0
3
-
1
1
1
1
-
1
2
3
4
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基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

作
成

年
月

日
 
平

成
2
1
年

 
5
月

 
1
日

氏
名

 
 
つ

ば
き

　
三

郎

N
o
.

質
問

項
目

回
　

答

（
い

ず
れ

か
に

○
を

　
お

付
け

下
さ

い
）

1
バ

ス
や

電
車

で
１

人
で

外
出

し
て

い
ま

す
か

0
.
は

い
1
.
い

い
え

2
日

用
品

の
買

物
を

し
て

い
ま

す
か

0
.
は

い
1
.
い

い
え

3
預

貯
金

の
出

し
入

れ
を

し
て

い
ま

す
か

0
.
は

い
1
.
い

い
え

4
友

人
の

家
を

訪
ね

て
い

ま
す

か
0
.
は

い
1
.
い

い
え

5
家

族
や

友
人

の
相

談
に

の
っ

て
い

ま
す

か
0
.
は

い
1
.
い

い
え

6
階

段
を

手
す

り
や

壁
を

つ
た

わ
ら

ず
に

昇
っ

て
い

ま
す

か
0
.
は

い
1
.
い

い
え

7
椅

子
に

座
っ

た
状

態
か

ら
何

も
つ

か
ま

ら
ず

に
立

ち
上

が
っ

て
い

ま
す

か
0
.
は

い
1
.
い

い
え

8
１

５
分

位
続

け
て

歩
い

て
い

ま
す

か
0
.
は

い
1
.
い

い
え

9
こ

の
１

年
間

に
転

ん
だ

こ
と

が
あ

り
ま

す
か

1
.
は

い
0
.
い

い
え

1
0

転
倒

に
対

す
る

不
安

は
大

き
い

で
す

か
1
.
は

い
0
.
い

い
え

1
1

６
ヶ

月
間

で
２

～
３

㎏
以

上
の

体
重

減
少

が
あ

り
ま

し
た

か
1
.
は

い
0
.
い

い
え

1
2

身
長

 
 
 
 
 
1
7
2
.
0
ｃ

ｍ
 
 
 
 
 
体

重
 
 
 
 
 
5
3
.
0
ｋ

ｇ
 
 
 
 
 
(
Ｂ

Ｍ
Ｉ

＝
 
1
7
.
9
 
)
(
注

)

1
3

半
年

前
に

比
べ

て
固

い
も

の
が

食
べ

に
く

く
な

り
ま

し
た

か
1
.
は

い
0
.
い

い
え

1
4

お
茶

か
汁

物
等

で
む

せ
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
か

1
.
は

い
0
.
い

い
え

1
5

口
の

渇
き

が
気

に
な

り
ま

す
か

1
.
は

い
0
.
い

い
え

1
6

週
に

１
回

以
上

は
外

出
し

て
い

ま
す

か
0
.
は

い
1
.
い

い
え

1
7

昨
年

と
比

べ
て

外
出

の
回

数
が

減
っ

て
い

ま
す

か
1
.
は

い
0
.
い

い
え

1
8

周
り

の
人

か
ら

「
い

つ
も

同
じ

事
を

聞
く

」
な

ど
の

物
忘

れ
が

あ
る

と
言

わ
れ

ま
1
.
は

い
0
.
い

い
え

す
か

1
9

自
分

で
電

話
番

号
を

調
べ

て
、

電
話

を
か

け
る

こ
と

を
し

て
い

ま
す

か
0
.
は

い
1
.
い

い
え

2
0

今
日

が
何

月
何

日
か

わ
か

ら
な

い
時

が
あ

り
ま

す
か

1
.
は

い
0
.
い

い
え

2
1

(
こ

こ
２

週
間

)
毎

日
の

生
活

に
充

実
感

が
な

い
1
.
は

い
0
.
い

い
え

2
2

(
こ

こ
２

週
間

)
こ

れ
ま

で
楽

し
ん

で
や

れ
て

い
た

こ
と

が
楽

し
め

な
く

な
っ

た
1
.
は

い
0
.
い

い
え

2
3

(
こ

こ
２

週
間

)
以

前
は

楽
に

で
き

て
い

た
こ

と
が

今
で

は
お

っ
く

う
に

感
じ

ら
れ

1
.
は

い
0
.
い

い
え

る

2
4

(
こ

こ
２

週
間

)
自

分
が

役
に

立
つ

人
間

だ
と

思
え

な
い

1
.
は

い
0
.
い

い
え

2
5

(
こ

こ
２

週
間

)
わ

け
も

な
く

疲
れ

た
よ

う
な

感
じ

が
す

る
1
.
は

い
0
.
い

い
え

(
注

)
 
Ｂ

Ｍ
Ｉ

＝
体

重
 
(
㎏

)
 
÷

身
長

 
(
ｍ

)
 
÷

身
長

 
(
ｍ

)
 
が

1
8
.
5
未

満
の

場
合

に
該

当
と

す
る

。
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介護予防サービス・支援計画表（１）
№ 0000000007

利用者名　つばき　三郎　 様

作成年月日　平成21年 5月19日
PAGE  1

初回・紹介・継続 認定済・申請中 要支援１・要支援２ 地域支援事業

目標とする生活

１日 １年

アセスメント領域と現在の状況 本人・家族の意欲・意向
領域における課題
（背景と原因）

総合的課題
課題に対する目標と

具体策の提案
具体策についての意向

本人・家族

計画作成者氏名　介護　一郎

計画作成（変更）日　平成21年 5月19日（初回作成日　平成18年12月 1日）

認定年月日　平成20年 4月 1日 認定の有効期間　平成21年 4月 1日～平成22年 3月31日

担当地域包括支援センター　ありまつ地域包括支援センター

委託の場合：計画作成事業者・事業所名及び所在地（連絡先） フラワー居宅介護支援事業所
東京都港区赤坂3－16－11 TEL:03-5545-3560 FAX:

食事がおいしく食べられ、毎日散歩ができる。 昔の仲間と旅行したり、ボランティア活動ができる。

運動・移動について 本人：どこに行くわけではない ■有　□無
歩行はつかまらず行えるが、最 ので不自由ではない。 機能的には問題はないが、出か
近は長く歩くことができない。 家族：このままでは歩けなくな ける目的もなく歩くきっかけも
外出の機会は図書館や郊外のス るのではと心配。 ないため、下肢機能が低下して
ーパーに月に２～３回行く程度 きており、このままの生活を続
だが、最近減少傾向。 けることにより、歩行に支障が

生じるおそれがある。

日常生活（家庭生活）について 本人：食事作りは面倒。家事は ■有　□無
身の回りの行為は自立している やれないのではなく、やらない 妻が死亡後、食生活の偏りから
。食事作りが行わない。簡単な だけ。 栄養状態が悪化している恐れが
片付けやゴミ捨て、洗濯は行う 家族：母親が亡くなってから心 あるが、本人、家族ともに健康
。娘が週１回来訪し、掃除や調 配でずっと手伝っている。誰か 状態ともに問題意識はない。
理を行う。簡単な家電製品の修 やってくれる人がいればお願い
理は自分でしている。 したい。

社会参加、対人関係・ 本人：高齢者の集まりに参加す ■有　□無
コミュニケーションについて ることは好まない。昔仲間との 本人は旅行への参加を希望して
老人会や、地域の行事には参加 旅行は、参加したい。 おり、体力低下と共に閉じこも
しない。昔の仕事仲間との電話 りにならないよう社会参加の方
や手紙のやり取りはあり、旅行 家族：万が一の時のために近所 法を考える。本人の得意分野で
にも２年前まで参加していた。 とも交流してほしい。 ある電気修理技術を生かす方策
普段は、娘の電話以外まったく も考慮する。
会話しないこともある。

健康管理について 本人：どこも悪くないので受診 ■有　□無
退職以来、健康診断を受けず、 は必要ない。風邪を引きやすい 体重の減少、体力の低下につい
定期受診もない。残存歯がぐら のは歳のせいと思う。義歯は今 て総合的な健康状態の把握が必
つき、部分義歯が合わなくなっ 更作り直すのも面倒だし、あき 要。歯の状態も低栄養や風邪の
ているが、受診していない。タ らめている。 引きやすさにつながっていると
バコは１日１箱、飲酒は２合と 思われる。本人は健康に関心が
決めている。運動は散歩を日課 娘：急に倒れたら困るので、健 あるが、一般論として知識はあ
にしていたが、寒くなったこと 康診断ぐらいは受けてほしい。 っても自分にあった方法がわか
と風邪を引きやすくなり、中止 らないことや諦めが見られる。
している。テレビの健康番組は
好んでみている。

１．活動性が低下したことによ １．（目標）図書館やスーパー １．本人：どこも具合が悪くな
る下肢筋力と体力の低下が生じ など週１回でかける。 いが、健診（生活機能評価）な
ている。 （具体策） ら行ってみたい。

①運動器の機能向上教室などに 体力は落ち、足腰も弱っている
行き、機能訓練を行う。 。どこかに通うのは気が引ける
②自分で買い物に行く機会など が、このままでは旅行にも行け
を増やしていく。 ない。
③生活機能評価を受ける。

家族：是非健診も受けてほしい
し、機能訓練も行ってほしい。
活動的になってくれると良い。

２．義歯を含めた口腔状態や食 ２．（目標）義歯を含めた口腔 ２．本人：以前に何回も歯医者
生活が良くないことにより、低 内状態を整えることで、おいし で調節したがうまくいかなかっ
栄養や体力低下をきたす可能性 く食事が食べられる。 たので、歯医者に行っても治ら
がある。 （具体策） ないだろう。手入れは教えても

①歯科医院に受診する。 らいたい。娘と一緒に料理する
②口腔内状態を整える。 のは恥ずかしい。会食も、毎年
③栄養についての情報を収集す 誘われるが女性ばかりで気が引
る。 ける。栄養の話は聞きたい。
④地域の会食会に参加する。
⑤娘と一緒に食事を作る。 家族：ヘルパーさんにやっても

らえれば、良いと思っていたが
、それでは本人にとってあまり
良くない。本人も少し興味もあ
るみたいだし、教室に参加する
ことは良いことだと思う。

３．活動性の低下や趣味にも興 ３．（目標）特技である電気技 ３．本人：ボランティアなんて
味が持てなくなったという状況 術でボランティア活動を行い、 考えたこともなかったが、役立
から、社会参加等の外出の機会 外出の機会を作る。 つことがあればやってみたい。
がなくなり、閉じこもりとなる （具体策）
可能性がある。 ①市のボランティアセンターに 家族：昔から子煩悩な人だった

相談する。 ので、子供相手は良いのではな
②児童館でおもちゃ修理を行う いか。
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介護予防サービス・支援計画表（２）

№ 0000000007 利用者名　つばき　三郎　 様

作成年月日　平成21年 5月19日
PAGE 2

目　標
支 援 計 画

目標についての
支援のポイント

本人等のセルフケアや家族の
支援、インフォーマルサービス

介護保険サービス
または地域支援事業

サービス種別 事　業　所 期　　間

健康状態について
□主治医意見書、健診結果、観察結果等を踏まえた留意点

【本来行うべき支援が実施できない場合】
　妥当な支援の実施に向けた方針

総合的な方針：生活不活発病の改善・予防のポイント

地域包括支援
センター

意
見

確
認
印

計画に関する同意

上記計画について、同意いたします。

平成　　年　　月　　日　氏名 印

必要な事業プログラムの下欄に○印をつけて下さい。

運動

不足

栄養

改善

口腔内

ケア

物忘れ

予防

うつ

予防

閉じこも

り予防

主治医意見書からは、貧血、低コレステロール血症、胃炎が診
断されていますが、治療の必要は今のところない。体調をみな
がら、主治医と相談しながら介護予防サービスを受けていく。

ボランティア活動などについては、外出することに慣れ
たり、良い機会があったときに支援に結び付けていくこ
とにする。

ご本人に興味があり、特技を活かしながら活動を促し、閉じこ
もり予防を行っていく。また、下肢筋力の向上や健康状態を改
善した後、地域の活動に参加を促していく。

普及啓発事業などは興味のある催しの時にはきっかけを逃さ
ないよう参加できるようにしていきましょう。

予防担当

１．図書館やスーパーなど週１ （１）急に機能訓練など ・たばこは自分で買いに行く。 生活機能評価を受ける 介護予防通所介護 デイサービスセンターも 3ヶ月
回でかける。 に行くには躊躇があるよ も

うなので、まずは生活機 運動機能向上教室で下肢機能を
能評価、次に機能訓練の 強化する
見学などを勧めていく。

２．義歯を含めた口腔内状態を （２）自分の健康状態を ・うがい・歯磨きを毎食後にす 口腔機能評価と手入れを学ぶ。 介護予防通所介護 デイサービスセンターも 3ヶ月
整えることで、おいしく食事が 把握して、自分にあった る。 も
食べられる。 体力向上のための方法を 会食会や男の料理教室などきっ

学び、実践できるように ・家族は、調理技術や食事のと かけがあったら声をかけてもら
する。 り方、本人が行う日課を確認す う。

る。
３．特技である電気技術でボラ （３）機会があったら声 ・ボランティアセンターに相談 地域介護予防支援事業 6ヶ月
ンティア活動を始める。 をかけ本人の負担になら に行く。

ないように勧めていく。
児童館でおもちゃの修理
などの場を紹介する。
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介護予防支援経過 (サービス担当者会議の要点を含む)
作成年月日

利用者名 つばき　三郎　殿

年月日 年月日内　　　容 内　　　容

※１ 介護予防支援経過は、具体的には、時系列に出来事、訪問の際の観察(生活の活発さの変化を含む)、サービス担当者会議の内容、
     利用者・家族の考えなどを記入し、介護予防支援や各種サービスが適切に行われているかを判定し、必要な場合には方針変更を
     行うためのサービス担当者会議の開催、サービス事業所や家族との調整などを記入する。
　２ サービス担当者会議を開催した場合には、会議出席者(所属(職種)氏名)、検討した内容等を記入する。

平成21年 5月19日 

計画作成者氏名 介護　一郎

18.12.1

19.1.20

19.1.25

（自宅）本人宅で、本人・長女と一緒に介護

予防サービス計画を作成し、同意を得られた

ため、同日にデイサービスセンターももに連

絡。口腔機能向上と栄養改善のプログラムの

日程を確認した。両プログラム同時参加の調

整が必要なため、後日デイサービスセンター

ももにて担当者会議を開催することになり、

長女にも参加をお願いして、本人と一緒に出

席することを決めた。

（デイサービスセンターもも）

担当者会議開催　時間：午後1時半～2時半　

参加者：本人・娘・保健師・A歯科衛生士・B

管理栄養士

検討テーマ：①目標の確認と方法の共有②日

程や内容の調整

検討結果：①本人が主体的に体力向上に取り

組めるよう、本人の好みや方法を取り入れて

行うことが確認された。栄養プログラムは、

生活機能評価後に参加する。口腔機能向上プ

ログラムは歯科医師が講義と個別相談を行う

予定である。

今後の予定：それぞれのプログラムでの指導

内容・アセスメント内容などは個別の計画や

介護予防手帳等で確認し、必要に応じて担当

保健師に連絡を取るようにする。口腔機能向

上プログラムは、3ヶ月後に終了予定。栄養

プログラムは6ヶ月後に終了予定。

本人は、自分のやり方を尊重するという話に

満足した様子。「がんばってみよう」と話し

ていた。娘は「自分の家にも高齢者を抱えて

おり、栄養の勉強をしたいので本人と一緒に

参加したい」と希望したので、確認し、了解

が得られた。

（電話）本人に様子を聞くと、「久しぶりの

健診で緊張した。一緒に受けている人がみな

元気そうで、毎年受けていると自慢していた

のでまだまだ自分も負けられないと思った」

と話していた。それは素晴らしいことだと支

持しボランティアセンター訪問と口腔機能向

上プログラムの参加の日程の確認をした。

1 ／ 1　頁※１ 介護予防支援経過は、具体的には、時系列に出来事、訪問の際の観察(生活の活発さの変化を含む)、サービス担当者会議の内容、
     利用者・家族の考えなどを記入し、介護予防支援や各種サービスが適切に行われているかを判定し、必要な場合には方針変更を
     行うためのサービス担当者会議の開催、サービス事業所や家族との調整などを記入する。
　２ サービス担当者会議を開催した場合には、会議出席者(所属(職種)氏名)、検討した内容等を記入する。
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介護予防支援・サービス評価表

利用者名　 つばき　三郎　 殿

作成年月日　平成21年 5月19日

評価日　平成21年 5月19日

計画作成者氏名　介護　一郎

目標 評価期間 目標達成状況
目標

達成/未達成

目標達成しない原因
（本人・家族の意見）

目標達成しない原因
（計画作成者の評価） 今後の方針

総合的な方針 地域包括支援センター意見
プラン継続
プラン変更
終了

介護給付
予防給付
介護予防特定高齢者施策
介護予防一般高齢者施策
終了

評価期間を迎える目標はほとんど達成できている。これを維持継
続させるためにも、住民活動などの参加を勧めていく。

栄養改善についてサービスが継続となる。介護
予防事業と連携をとりながら、現状の維持向上
を図っていく。

１．図書館やスーパ
ーなど、週１回でか
ける。

3ヶ月 生活機能評価は受け
た。近所への買い物
は自分で行くように
なったし、体力もつ
いてきた。図書館、
スーパーだけでなく
、今では自分でバス
に乗ってボランティ
アセンターに行って
いる。

達成 運動機能については、ほぼ改善したと考えられる。外出
の機会が確保されている限りにおいては、維持すると考
えられる。運動機能については、サービス終了とする。

２．義歯を含めた口
腔内状態を整えるこ
とで、おしく食事が
食べられる。

3ヶ月 うがいは忘れるが、
歯磨きと、治した義
歯の手入れは毎食後
行っている。

達成 義歯の手入れは、毎食後行えている。今後は、年一回の
生活機能評価で口腔内の評価を行い、変化があったとき
支援をしていくこととし、本サービスも終了する。

３．特技である電気
技術でボランティア
活動を始める。

6ヶ月 すでにシルバー人材
センターに登録し、
おもちゃ病院への参
加や公営住宅の電気
修理を行っている。
また、民生委員から
も時々高齢者宅の電
球取替えや、コンセ
ント修理を頼まれて
いる。

達成 プランを立てたときは、出かけるまでに時間がかかるか
と思ったが、早く計画が進んだ。目標が達成したため、
計画終了とする。
地域の中で役割を持つようになってきた。
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■利用者名簿 平成30年 1月26日

期間：平成29年 4月 1日～平成29年 4月30日 該当件数：21件 利用区分：利用者   利用者指定：無

利用者番号

被保険者番号

ヨミガナ

氏名

生年月日

年齢

性別

郵便番号

電話番号１

電話番号２
住所

保険者番号

要介護度

担当ケアマネジャー

認定有効期間

負担

割合証

0000000001

4262642564

ｶｲｺﾞｻﾚｵｽﾐﾚ

介護すみれ

S43/ 2/ 9

４９歳

男

〒234-521

076- 石川県金沢市222222 00171234

要介護２

佐藤　太郎

平成28年10月 6日～平成30年 3月31日
2割

0000000002

H234546457

ｾｲﾎﾀﾝﾄﾞｸｽﾐﾚ

生保単独すみれ

S20/ 5/ 7

７２歳

男 076- 石川県金沢市22-2 00171234

要介護２ 平成26年 4月 1日～平成35年 4月15日

0000000003

1753452134

ﾅﾉﾊﾅﾀﾝｷｼｮｰﾄ

なのはな短期ショ...

S19/ 3/ 3

７３歳

男 076- 石川県金沢市いちはら2-2 00171234

要介護２

介護　花子

平成26年 4月 1日～平成36年 4月 1日

0000000006

0006873236

ｱﾔﾒﾖﾎﾞｳﾂｳｼｮﾘﾊ

あやめ予防通所リハ

H27/12/19

２歳

男

〒2765-532

076-4563-7788 石川県金沢市34-21 00331009

要支援１

佐藤　太郎

平成26年 2月20日～平成36年 4月17日

0000000007

4677680906

ｽﾐﾚﾖﾎﾞｳｺﾚﾊﾅｺ

すみれ花子

S30/ 8/ 2

６２歳

女

〒345-766

076- 石川県白山市高尾台 00271007

要支援２

佐藤　太郎

平成27年 9月22日～平成35年 5月 1日

0000000008

0034567899

ｱｾｽﾒﾝﾄ ﾀﾛｳ

ｱｾｽﾒﾝﾄ 太郎

S30/ 7/ 4

６２歳

男

〒276-7653

123-65-8763 石川県金沢市西念3-5 00177782

要介護１ 平成26年 1月 1日～平成35年 1月 1日

0000000009

9324485245

ｺｽﾓｽ ｺ

コスモス　子

S24/ 5/ 7

６８歳

女

〒276-5432

234-7565-7543 石川県金沢市西念276-54 00171234

要介護３

介護　花子

平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日
2割

0000000010

0057886532

ｱｻｶﾞｵｶｲｺﾞ

あさがお介護

S30/10/12

６２歳

女

〒276-6544
石川県金沢市北安江3-5-19 00171234

要介護３

介護　花子

平成27年 4月16日～平成35年 4月10日

0000000011

4679553625

ｱﾔﾒ  ｶｲｺﾞｺﾂｳｼｮﾘﾊ

あやめ通所リハ介護

S 5/ 2/ 7

８７歳

女 00171234

要介護３

佐藤　太郎

平成26年 2月 1日～平成36年 1月 1日
1割

0000000013

0783645264

ﾌﾘｰｼﾞｱｺ

フリージア子

S 2/ 7/ 7

９０歳

女

〒276-5443
石川県金沢市北安江 00171234

要介護３

佐藤　太郎

平成29年 3月 3日～平成30年 3月30日

0000000015

4689897026

ﾖｳｼｴﾝﾖｳｶｲｺﾞﾀ

要支援→要介護太

S20/ 1/ 1

７３歳

男 石川県金沢市北安江 00171234

要介護１

佐藤　太郎

平成26年 4月15日～平成36年 4月14日

0000000016

5765151351

ﾛｳｼﾞﾝﾎｰﾑ  ｼﾞﾛｳﾆ...

老人ホーム入所次...

S 5/ 1/ 2

８８歳

男 00171234

要介護３

佐藤　太郎

平成26年 1月 1日～平成36年 1月 1日

0000000017

7993366366

ﾓﾐｼﾞﾀﾛｳ

もみじ太郎

S20/ 1/ 1

７３歳

男

〒243-221
石川県金沢市北安江 00171234

要介護１

佐藤　太郎

平成26年 2月 1日～平成35年 2月 1日

0000000018

1234566777

ﾌﾘｰｼﾞｱﾀﾛｳ

フリージア太郎

S 5/10/ 4

８７歳

男 石川県金沢市北安江53-5 00171234

要介護５

佐藤　太郎

平成29年 1月14日～平成30年 1月30日

0000000019

6624554444

ｽｲｾﾝ ｼﾞﾛｳ

すいせん 次郎

S25/ 4/ 3

６７歳

男 00171234

要介護１

佐藤　太郎

平成26年 4月 1日～平成35年 4月 1日

※介護保険証、負担割合証の情報は、「平成29年 4月」で最新の情報を記載してます。
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■事業所一覧表 平成21年 5月20日

事業所番号 事業所名称 住所

法人等種別

事業区分

地域区分

サービス種

社福軽減対応

※検索条件
    サービス検索年月日：平成21年 5月20日

該当件数： 26 件

1111111111 フラワー居宅介護支援事業所      〒107-0052                              

東京都港区赤坂１－２－３                

TEL 03-5545-3560    FAX                 

社会福祉法人(社協)                              

指定事業所                                      なし                    

その他                                          

居宅介護支援                                    

介護予防支援                                    

2222222222 ゆりヘルパーステーション        〒107-0000                              

東京都港区○○1050                      

TEL 03-1111-8888    FAX                 

社会福祉法人(社協以外)                          

指定事業所                                      なし                    

特別区                                          

訪問介護                                        

介護予防訪問介護                                

夜間対応型訪問介護                              

3333333333 はな訪問看護ステーション        〒111-1234                              

東京都港区赤坂３－５－２８              

TEL 03-1111-1234    FAX                 

営利法人                                        

指定事業所                                      なし                    

その他                                          

訪問看護                                        

介護予防訪問看護                                

4444444444 あさがおデイサービスセンター    〒123-1234                              

東京都港区赤坂６－５－２８              

TEL 03-1111-1234    FAX                 

営利法人                                        

指定事業所                                      なし                    

特別区                                          

通所介護                                        

介護予防通所介護                                

5555555555 老人保健施設たんぽぽ            〒123-1234                              

東京都港区○○                          

TEL 03-1111-1234    FAX                 

                                                

指定事業所                                      なし                    

その他                                          

通所リハビリテーション                          

短期入所療養介護（介護老人保健施設）            

介護保健施設サービス                            

介護予防通所リハビリテーション                  

介護予防短期入所療養介護（介護老人保健施設）    
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sato.teruaki
CSV出力対応小



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

動 作 要 件（2024 年 1 月現在※1） 

OS Microsoft Windows 10、Microsoft Windows 11※2 

プロセッサ Intel Core i5-7200U（または相当品）以上 

メモリ 8GB 以上 

ストレージ 空き容量１０GB 以上 

ディスクドライブ ＤＶＤスーパーマルチドライブ 

 

の主な特徴 

POINT 1 

予定・実績が別管理。 
介護サービス業務の予定と実績が別管理できま

す。介護の現場にあわせた仕様で入力のストレ

スがありません。 

POINT ２ 

書類作成・管理がラク。 
利用票、提供票や実績報告書の機能も充実。作成

履歴が残るので管理がらくらく。メモを表示し

て印刷することも可能です。 

POINT ３ 

お知らせ機能付き。 

ケアマネージャーとサービス担当者間の連絡を

かんたん・確実に。予定変更などを通知できるお

知らせ機能があります。 

※1 動作要件は随時更新いたします。最新情報は HP をご覧ください。 
※2 Windows10 から Windows11 にアップグレードする場合は、上記プロセッサでは動作要件を満たしません。ご注意ください。 

Microsoft Windows は米国 Microsoft Corporation の登録商標です。 
動作環境 



 

 

 

ラインナップ 

居宅介護支援事業者 居宅介護支援事業者システム 
ひまわり 

ひまわり Lite 

居宅アセスメント 
MDS-HC 方式 いちょう 

居宅サービス計画ガイドライン方式 パンジー 

居宅サービス 

訪問介護システム すみれ 

訪問看護システム コスモス 

訪問入浴システム すいせん 

訪問リハビリシステム ラベンダー 

福祉用具貸与システム つくし 

居宅療養管理指導システム もみじ 

通所介護システム あさがおⅠ 

認知症対応型通所介護システム あさがおⅡ 

通所リハビリシステム あやめ 

居宅サービス 

小規模多機能型居宅介護システム 
ききょう＆ 

ききょう Plan 

看護小規模多機能型居宅介護シス

テム 

ききょうⅡ＆ 

ききょう Plan 

入所施設 

介護老人保健施設システム たんぽぽ 

介護福祉施設システム なのはなⅠ 

地域密着型介護福祉施設システム なのはなⅡ 

介護療養型医療システム フリージア 

介護医療院システム サルビア 

グループホームシステム スイートピーⅡ 

特定施設システム クローバーⅠ 

地域密着型特定施設システム クローバーⅡ 

施設アセスメント 
MDS-RAPs 方式 あじさい 

包括的自立支援プログラム方式 すずらん 

〒921-8155 
石川県金沢市高尾台 1 丁目 423 番地 
TEL:076-296-3330 FAX:076-296-3339 
URL: https://www.conduct.co.jp/ 

開発・製造・販売 

0120-536-651 

取り扱い会社 

※すべてのシステムでデータ共有が可能です。 
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